
広報やすぎ

地域をつなぐ行政情報誌

●
高
校
総
体
・
や
す
ぎ
月
の
輪
ま
つ
り
　
●
医
療
証
の
更
新
　
●
健
康
の
窓

●
日
本
遺
産
認
定
記
念
講
演
会
　
●
公
共
施
設
の
未
来
　
●
市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

●
た
う
ん
と
ぴ
っ
く
す
　
●
市
職
員
募
集
　
●
ス
マ
ホ
で
広
報
や
す
ぎ

特
集  

や
す
ぎ
の
山
　
｜
８
月
11
日
は
山
の
日
で
す
｜

© 安来市

赤江小と白鳥小

　４４年目の交流

安来市の人口と世帯数　　　平成28年６月30 日現在

世帯数 ･･･14,248世帯　

人　口 ･･･男 19,183人　 女20,914人　 合計40,097人
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今月の表紙 

　赤江小学校は白鳥小学校（羽曳野市）
と児童交流に取り組んでいます。今年
で 44 年目。この日は白鳥小の６年生が
赤江小を訪問。８カ月ぶりの再会にな
りました。赤の帽子は赤江小、白の帽
子は白鳥小学校の児童です。
撮影日　７月２日
場　所　赤江小学校
　　　　(赤江町）

「赤江小学校の児童交流」
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13スマホで
広報やすぎ

スマートフォン（スマホ）専用アプリ「i 広報紙」
で配信を始めました。いつでも、どこでも広報や
すぎ「どげなかね」をご覧いただけます。

【こんなとき便利です】
・広報紙を持ち運ばないでも、情報を入手できます。
・Ｕ・Ｉターンを考えている人は、県外に住んでいても広報紙
　で最新の情報を読むことができます。
・故郷の両親が心配なとき、広報紙でいろいろな手続き等の
　確認ができます。
・発行日（毎月 20 日）に広報紙を読むことができます。
　バックナンバーもあります。

【利用方法】
・専用アプリケーション（アプリ）のダウンロードが必要です。
　「i 広報紙」で検索ください。
・アプリを起動したら「お住まいの地域」を安来市に設定します。
・利用料は発生しません。ただし、アプリや情報のダウンロード
　などにかかる通信料は利用者の負担になります。
・ダウンロードは、下記の QR コードをご利用ください。

問い合わせ　秘書課広報広聴係　電話 23-3010
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便
利
で
す

い
つ
で
も
　
ど
こ
で
も

広
報
紙
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す



　

広
瀬
町
出
身
の
画
家
加
納
莞
蕾
と

関
係
の
深
い
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
キ
リ
ノ

元
大
統
領
の
顕
彰
碑
が
日
比
谷
公
園

内
（
東
京
都
）
に
建
て
ら
れ
、
そ
の

除
幕
式
に
市
加
納
美
術
館
名
誉
館
長

と
安
来
市
長
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

キ
リ
ノ
元
大
統
領
は
、
大
戦
中
に

妻
子
を
日
本
軍
に
殺
さ
れ
る
も
、
戦

後
は
日
本
人
戦
犯
に
対
し
て
恩
赦
を

与
え
て
解
放
。
こ
の
恩
赦
に
影
響
を

与
え
た
の
が
、
同
大
統
領
に
対
し
嘆

願
書
を
送
り
続
け
た
加
納
莞
蕾
で

す
。
顕
彰
碑
に
は
「
日
本
人
に
対
す

る
増
悪
の
念
を
残
さ
な
い
た
め
に
行

う
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

莞
蕾
の
平
和
を
希
求
す
る
数
々
の

資
料
は
、
市
加
納
美
術
館
に
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

最近の主な動きを

お伝えします市政トピックス
　

安
来
市
消
防
団
員
が
日
ご
ろ
の
訓

練
の
成
果
を
競
う
「
安
来
市
消
防
操

法
大
会
」
を
６
月
12
日
、
中
海
ふ
れ

あ
い
公
園
（
仮
称
）
で
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
の
大
会
は
ポ
ン
プ
車
の
部

に
６
分
団
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
11

分
団
が
参
加
。
タ
イ
ム
や
動
作
の
正

確
さ
を
判
定
す
る
審
査
員
が
見
る

中
、 

選
手
た
ち
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し

で
操
法
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
か
ら
は
応
援
に
訪
れ
た

家
族
や
団
員
か
ら
大
き
な
声
援
や
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

安
来
市
消
防
団
に
は
平
成
28
年
４

月
１
日
現
在
、
７
０
９
人
が
所
属
。

日
々
訓
練
に
励
み
、
地
域
の
防
災
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
大
会
の
結
果
】

▼
ポ
ン
プ
車
の
部

１
位
：
母
里
分
団
、
２
位
：
飯
梨
分

団
、
３
位
：
能
義
分
団

▼
小
型
ポ
ン
プ
の
部

１
位
：
赤
江
分
団
、
２
位
：
比
田
分

団
、
３
位
：
山
佐
分
団

　

な
お
、
各
部
門
の
優
勝
分
団
は
、

７
月
31
日
に
出
雲
市
で
開
催
さ
れ
る

島
根
県
消
防
操
法
大
会
に
安
来
市
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

消
防
操
法
大
会
を
開
催

県
大
会
出
場
は
母
里
分
団
と
赤
江
分
団

　

６
月
17
日
に
第
５
回
安
来
市
原
子

力
発
電
所
環
境
安
全
対
策
協
議
会

（
会
長
：
安
来
市
長
）
を
開
催
し
、

中
国
電
力
㈱
か
ら
島
根
原
発
１
号
機

の
廃
止
措
置
計
画
等
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
社
は
「
安
全
第
一
に
、
30
年
を

４
期
に
分
け
て
廃
炉
を
行
う
」
と
説

明
。
参
加
し
た
24
人
の
委
員
か
ら
は

「
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の

状
況
は
」「
放
射
能
レ
ベ
ル
の
比
較

的
低
い
廃
棄
物
の
処
分
方
法
は
」
等

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
議
会
及
び
市
議
会
等
の

意
見
を
受
け
て
市
で
は
、
廃
炉
に
つ

い
て
了
承
す
る
旨
の
回
答
を
同
社
に

行
い
ま
し
た
。
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▲選手たちは、機敏な動きで操法に
取り組んでいました。

キリノ元フィリピン大統領
顕彰碑の除幕式に招へい

島根原発１号機の
廃炉について説明



8 月 11 日は「山の日」です

　

平
成
28
年
か
ら
８
月
11
日
は
16
番
目
の
国
民
の
祝
日

“
山
の
日
”
と
な
り
ま
す
。
こ
の
日
は
山
に
親
し
む
機
会

を
得
て
、
山
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
国
土
の
７
割
が
山
林
で
、
安
来
市
も
ま
た
、

64
・
１
％
を
山
林
が
占
め
る
地
域
で
す
。
私
た
ち
は
古
よ

り
、
山
に
畏
敬
の
念
を
抱
き
、
森
林
の
恵
み
に
感
謝
し
、

自
然
と
と
も
に
生
き
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
暮
ら
し
に
深

く
か
か
わ
り
な
が
ら
、
人
々
の
豊
か
な
心
を
も
育
ん
で
い

ま
す
。
今
回
、
人
と
山
と
の
つ
な
が
り
に
焦
点
を
当
て
、

め
く
る
め
く
や
す
ぎ
の
山
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

近
年
、„
山
ガ
ー
ル
＂
な
ど
の
言

葉
が
生
ま
れ
、
若
い
人
か
ら
高
齢
者

ま
で
誰
で
も
力
量
に
合
わ
せ
て
気
軽

に
で
き
る
登
山
が
人
気
で
す
。

　

今
回
、
安
来
を
拠
点
に
登
山
を
楽

し
む
„
エ
ッ
サ
ッ
サ
山
の
会
＂
の
定

例
会
に
同
行
し
て
登
山
の
魅
力
を
体

験
し
ま
し
た
。

登
山
者
に
人
気
の
独
松
山
へ

　

６
月
26
日
、
吉
田
交
流
セ
ン
タ
ー

で
準
備
を
整
え
、
８
時
36
分
に
出
発

で
す
。
エ
ッ
サ
ッ
サ
山
の
会
11
名
と

目
指
す
は
標
高
３
２
０
㍍
の
独
松

山
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
し
ば
ら
く
歩

く
と
別
所
登
山
口
の
案
内
板
が
見
え

て
き
ま
す
。
登
山
道
で
は
鳥
の
さ
え

ず
り
や
青
々
と
し
た
植
物
が
出
迎

え
、
心
地
よ
い
涼
風
が
頬
を
撫
で
ま

す
。
列
の
２
番
目
を
歩
く
の
は
参
加

者
最
高
齢
83
歳
の
菱
本
し
お
こ
さ
ん

（
飯
生
町
）。
３
年
ぶ
り
に
頂
上
を
踏

み
た
い
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ペ
ー
ス
は
遅
い
人
に
合
わ
せ
て

ゆ
っ
く
り
と
、
し
っ
か
り
安
全
を
確

認
し
な
が
ら
進
み
ま
す
。
山
を
楽
し

　50 ～ 80 代の山を
愛する約 30 人が所
属。毎月一回の定例
会を開き、里山から
北アルプスまで多く
の山を登ります。

む
こ
と
が
会
の
モ
ッ
ト
ー
で
、
互
い

に
冗
談
を
言
い
な
が
ら
、
笑
顔
の
絶

え
な
い
山
行
で
す
。

　

１
時
間
程
登
る
と
林
道
の
隙
間
か

ら
眺
望
が
開
け
、
吉
田
の
水
田
が
望

め
る
場
所
に
。
普
段
見
る
こ
と
の

な
い
絶
景
も
登
山
な
ら
で
は
で
す
。

ロ
ー
プ
が
設
置
さ
れ
た
急
登
を
上
が

り
最
初
の
目
的
地
・
独
松
山
の
三
角

点
へ
。
中
海
ま
で
視
界
が
開
け
た
景

色
が
眼
下
に
広
が
り
ま
す
。
続
い
て

中
高
盛
山
へ
、
途
中
の
倒
木
や
急
登

は
、
仲
間
で
助
け
合
い
な
が
ら
登
り

ま
す
。

　

11
時
39
分
、
２
つ
の
ピ
ー
ク
を
経

エッサッサ山の会

や
す
ぎ

 
の
山
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ま
た
登
り
た
い
と
思
う
か
ら
不
思
議　

｜
独
松
山
｜

４

独松山山頂からみる景色。



あ
い
が
楽
し
み
な
人
、
達
成
感
を
味

わ
い
た
い
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
た

だ
、
明
確
な
答
え
を
持
つ
人
は
少
な

い
の
で
は
。
登
山
は
苦
し
く
つ
ら
い

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
山
を
下
り

る
と
今
度
は
ど
こ
に
い
こ
う
か
と
思

う
か
ら
不
思
議
な
ん
で
す
よ
」。
藤

岡
さ
ん
の
言
葉
ど
お
り
、
答
え
の
な

い
魅
力
が
登
山
者
を
魅
了
し
続
け
、

何
度
も
山
に
向
か
わ
せ
る
の
で
し
ょ

う
。

て
最
後
の
目
的
地
・
高
盛
山
の
頂
へ

到
着
。
登
頂
後
、
握
手
を
か
わ
し
、

互
い
に
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
す
。
悲
願

の
登
頂
を
果
た
し
た
菱
本
さ
ん
は

「
山
の
会
の
人
の
お
か
げ
で
こ
れ
た
。

み
な
さ
ん
、
や
さ
し
い
し
、
助
け
て

く
れ
元
気
が
も
ら
え
た
」
と
感
謝
。

頂
上
か
ら
見
る
安
来
平
野
の
大
パ
ノ

ラ
マ
は
格
別
で
、
達
成
感
と
爽
快
感

で
胸
一
杯
に
な
り
ま
す
。

　

景
色
を
満
喫
し
た
後
は
昼
食
。
持

ち
寄
っ
た
赤
天
や
漬
物
、
果
物
が
ふ

る
ま
わ
れ
、さ
な
が
ら
宴
会
の
よ
う
。

会
の
一
人
は｢

こ
れ
が
楽
し
み
。
お

弁
当
を
忘
れ
て
も
誰
か
の
差
し
入
れ

で
な
ん
と
か
な
る
よ｣

と
笑
い
ま

す
。
山
頂
で
抹
茶
を
た
て
る
の
が
会

の
恒
例
で
、
雄
大
な
景
色
の
中
で
い

た
だ
く
抹
茶
は
日
常
で
は
味
わ
え
な

い
、
ぜ
い
た
く
な
ひ
と
と
き
で
す
。

束
の
間
の
休
息
を
終
え
、
下
り
は
横

手
登
山
道
に
。
観
音
寺
跡
を
巡
り
、

約
５
時
間
の
山
行
を
終
え
ま
し
た
。

山
を
登
る
魅
力
と
は

　

登
山
の
魅
力
を
同
会
の
藤
岡
昌
平

さ
ん
に
尋
ね
ま
し
た
。｢

う
～
ん
。

な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
風
景
が
目
的
の

人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
人
と
の
ふ
れ
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▼

「着いた－」
と声を上げて高
盛山頂に。疲れ
も吹き飛びます。

独松山
　安来平野の南に位置する
山。標高３２０㍍と決して
高い山ではありませんが、
四方八方から通じる豊富な
登山ルートや、地元の人に
より手入れが行き届いた登
山道などで人気。一年を通
して登山客の絶えない山で
す。



8 月 11 日は「山の日」です

　

７
月
４
日
、
布
部
小
学
校
の
裏
手

に
あ
る
学
校
林
で
布
部
小
一
・
二
年

生
の
児
童
を
対
象
と
し
た
「
森
の
体

験
と
葉
っ
ぱ
ア
ー
ト
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
布
部
小
で
は
、
定
期
的
に
学

校
林
で
体
験
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
講
師
は
森
の
大
切
さ
を

伝
え
る
活
動
を
す
る
„
も
り
ふ
れ
倶

楽
部
＂
の
中
村
正
志
さ
ん
で
す
。

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
山
へ
入
る

と
急
に
大
粒
の
雨
。
前
を
歩
く
女
子

児
童
は
「
雨
が
降
る
日
に
森
に
入
る

な
ん
て
わ
く
わ
く
す
る
」
と
な
ん
と

も
頼
も
し
い
。
少
し
登
れ
ば
四
方
を

自
然
が
囲
む
別
世
界
が
広
が
り
ま

す
。
中
村
さ
ん
が
チ
ヂ
ミ
ザ
サ
の
葉

を
口
に
当
て
「
ブ
ー
」
と
草
笛
を
鳴

ら
し
ま
す
。
歓
声
が
あ
が
り
「
私
も

や
り
た
い
」
と
大
合
唱
。
見
よ
う
見

ま
ね
で
や
っ
て
み
る
が
難
し
い
。

　

次
に
中
村
さ
ん
が
足
を
止
め
た
の

は
タ
ブ
の
木
。
葉
を
ガ
ジ
ガ
ジ
と
歯

で
か
み
、
口
を
開
け
る
と
中
は
ネ
バ

ネ
バ
で
す
。「
こ
の
木
は
布
部
で
作

ら
れ
て
い
る
線
香
の
原
料
に
な
る
ん

だ
よ
」
と
紹
介
。「
へ
ー
」
と
驚
き

の
声
。
布
部
の
自
然
を
通
し
て
「
ふ

る
さ
と
」
を
学
び
ま
す
。
次
は
樹
木

の
ク
イ
ズ
。
問
題
が
出
さ
れ
る
と
子

ど
も
た
ち
は
夢
中
に
な
っ
て
正
解
を

探
し
ま
す
。
学
校
林
は
コ
ル
ク
の
原

料
と
な
る
ア
ベ
マ
キ
や
ツ
バ
キ
、
タ

ケ
、
サ
サ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
植
物

の
宝
庫
で
す
。
森
の
中
で
の
楽
し
い

時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い

き
ま
す
。

　

い
つ
の
間
に
か
雨
が
止
み
、
木
々

の
合
間
か
ら
布
部
の
町
が
見
え
ま

す
。
森
の
体
験
も
こ
こ
で
終
了
。
一

年
生
の
笹
尾
凪な

海み

さ
ん
は
「
い
ろ
ん

な
葉
っ
ぱ
が
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た
」

と
笑
顔
。
わ
ず
か
40
分
の
体
験
で
し

た
が
子
ど
も
た
ち
の
目
は
キ
ラ
キ
ラ

と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

講
師
の
中
村
さ
ん
は
、
現
代
の
子

ど
も
た
ち
に
は
自
然
体
験
が
不
足
し

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。「
森
は

想
像
力
や
人
と
の
協
調
性
、
物
事
へ

の
対
応
力
な
ど
生
き
る
力
を
養
う
こ

と
の
で
き
る
場
で
す
。
島
根
は
素
晴

ら
し
い
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
自
然
に
親
し

ん
で
ほ
し
い
」と
願
い
を
込
め
ま
す
。

森
は
生
き
る
力
を
養
う
学
び
の
場　

─
布
部
要
害
山
─

広報やすぎ　2016年８月６

学校林での体験授業。「クリのとげはどうなっているのでしょう」、問いかけの答えは森の中で探します。



  

古
事
記
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、
国
生

み
の
母
・
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
が
葬

ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
比
婆
山
。
こ

こ
に
も
山
を
中
心
に
新
し
い
風
が
吹

い
て
い
ま
す
。

　
「
５
年
前
の
古
事
記
編
さ
ん

１
３
０
０
年
を
機
に
、
地
域
の
宝
で

あ
る
比
婆
山
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
有

志
が
集
ま
り
会
を
結
成
し
ま
し
た
」

と
話
す
の
は
、
比
婆
山
再
生
活
性
化

協
議
会
の
山
本
智
明
さ
ん
。
中
心
と

な
っ
て
結
成
時
か
ら
会
の
活
動
を
支

え
て
い
ま
す
。

　
「
母
校
の
井
尻
小
学
校
の
校
歌
に

比
婆
山
は
出
て
き
ま
す
。
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
親
し
ん
だ
、
ま
た
、
歴
史
の

県
定
住
財
団
の
制
度
を
活
用
し
て
島

根
に
Ｉ
タ
ー
ン
し
た
赤
繁
久
恵
さ
ん

（
広
島
県
出
身
）。
案
内
所
に
週
末
だ

け
の
喫
茶
兼
お
土
産
店
を
営
業
し
、

観
光
客
や
地
元
の
皆
さ
ん
に
集
い
の

場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

｢

出
雲
＝
大
社
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
地
域

で
も
神
々
し
い
神
社
や
史
跡
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
比
婆
山
は
、
と
て

も
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
場
所
と
感

じ
て
い
ま
す
。
協
議
会
の
皆
さ
ん
と

協
力
し
な
が
ら
多
く
の
人
に
、
知
ら

れ
て
い
な
い
比
婆
山
の
魅
力
を
伝
え

た
い
で
す｣

と
、
現
在
の
活
動
の

き
っ
か
け
を
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
柱
状
節
理
や
神
籠
石
、

陰
陽
竹
な
ど
不
思
議
な
ス
ポ
ッ
ト
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
将
来
は
こ
の

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
古
事
記
伝
来
の

場
所
を
巡
る
コ
ー
ス
を
提
案
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
、
新
た
な
構
想
を

考
え
て
い
ま
す
。

　
「
も
ち
ろ
ん
比
婆
山
ば
か
り
で
な

く
、
地
元
の
特
産
品
な
ど
い
い
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
と

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
開
発
や
販
売

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す

ね
」。
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
比

婆
山
を
核
に
、
地
域
の
魅
力
づ
く
り

が
こ
れ
か
ら
も
進
ん
で
い
き
ま
す
。

あ
る
比
婆
山
を
何
と
か
し
た
い
。
想

い
の
あ
る
仲
間
が
集
ま
り
、
登
山
道

や
山
頂
の
環
境
整
備
を
は
じ
め
、
イ

ベ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」。

　

今
年
で
５
年
目
を
迎
え
た
比
婆
山

神
話
フ
ェ
ス
タ
は
、
特
産
市
や
舞
台

を
は
じ
め
、
山
頂
へ
の
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
大
会
な
ど
を
地
元
の
各
団
体
が
連

携
し
な
が
ら
企
画
・
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
人
の
ミ
ニ
サ
ロ

ン
的
な
場
所
づ
く
り
と
、
観
光
客
へ

の
情
報
提
供
を
兼
ね
た
比
婆
山
観
光

案
内
所
を
、
登
山
道
入
り
口
近
く
に

設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
案
内
所
に
は
昨
年
か
ら
新
た

な
助
っ
人
が
加
わ
り
ま
し
た
。
島
根

親
し
ん
で
き
た
山
を
何
と
か
し
た
い　

｜
比
婆
山─

広報やすぎ　2016年８月

上 / 毎年５月に
開催される比婆
山神話フェスタ
のウオーキング
大会の様子（昨
年）
中 / 柱状節理は
国内有数の規模
と言われます。

下 / 比婆山観光案内所で「縄文カフェ」
を営業する赤繁さん。背後の山は比婆山。
カフェは金～日曜日の営業です。
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8 月 11 日は「山の日」です

よ
く
知
ろ
う
！
山
や
森
林
の
チ
カ
ラ

　

森
林
は
多
く
の
機
能
を
備
え
て
い

ま
す
。
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、
地

球
温
暖
化
を
防
止
す
る
働
き
や
、
水

資
源
を
蓄
え
、
空
気
を
き
れ
い
に
す

る
働
き
に
加
え
、
近
年
で
は
、
人
の

心
身
の
癒
や
し
を
与
え
る
働
き
も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
防
止
も
そ
の
一
つ
。
森
林
の

表
面
の
土
は
、
落
葉
落
枝
な
ど
有
機

物
の
蓄
積
や
、
そ
れ
ら
を
食
べ
る
土

壌
生
物
な
ど
の
働
き
に
よ
っ
て
、
隙

し
、供
給
先
の
水
が
止
ま
り
ま
し
た
。

危
機
感
を
募
ら
せ
た
広
瀬
町
の
有
志

が
、
平
成
11
年
か
ら
飯
梨
川
源
流
の

西
比
田
地
区
で
植
林
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
毎
年
10
㌃
ほ
ど
市
民
と
一
緒

に
、
ク
ヌ
ギ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
広

葉
樹
を
中
心
に
植
林
を
行
い
、
森
林

の
再
生
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

ん
は
、
い
く
つ
か
の
森
は
間
伐
な
ど

人
の
手
入
れ
が
必
要
だ
と
考
え
て
お

り
、
現
状
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。

　
「
私
た
ち
誰
も
が
山
や
森
林
な
ど

自
然
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
当
た
り
前
に
あ
る
よ
う
で
目

に
付
き
に
く
い
の
で
す
が
、
と
て
も

尊
い
も
の
で
す
。
森
林
は
す
ぐ
に
再

生
し
ま
せ
ん
。
喪
失
し
て
か
ら
で
は

遅
い
の
で
す
。
山
の
日
の
制
定
は
い

い
機
会
で
す
。
誰
も
が
山
に
つ
い
て

考
え
、
そ
の
価
値
を
認
識
し
、
子
ど

も
の
た
め
、
次
の
世
代
の
た
め
、
行

動
を
起
こ
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を

込
め
ま
す
。

間
の
多
い
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
な
構
造

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
土

壌
が
雨
水
を
溜
め
、
地
下
に
水
を
供

給
し
、
豪
雨
時
に
も
、
山
崩
れ
、
土

石
流
な
ど
の
災
害
を
防
ぎ
ま
す
。

　

近
年
、
森
林
の
荒
廃
を
感
じ
、
植

林
を
続
け
て
い
る
団
体
が
あ
り
ま

す
。
広
瀬
町
ふ
る
さ
と
の
川
浄
化
実

行
員
会
も
そ
の
一
つ
で
す
。
設
立
の

き
っ
か
け
は
平
成
９
年
の
大
干
ば

つ
。
布
部
・
山
佐
の
両
ダ
ム
が
渇
水
　

同
会
の
事
務
局
長
で
、
し
ま
ね
東

部
森
林
組
合
前
組
合
長
の
澤
田
直
明

さ
ん
は
「
植
林
し
た
木
が
機
能
を
発

揮
す
る
に
は
、
最
低
で
も
15
年
ほ
ど

か
か
る
。
よ
う
や
く
最
初
の
木
々
が

そ
の
時
期
に
達
し
た
と
こ
ろ
で
、
再

生
は
こ
れ
か
ら
で
す
」と
話
し
ま
す
。

　
「
昔
は
誰
も
が
所
有
の
山
に
ス
ギ

や
ヒ
ノ
キ
の
針
葉
樹
を
植
え
ま
し

た
。
木
も
財
産
の
一
つ
だ
っ
た
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
時
代
の
変
遷
と
と
も

に
木
は
見
向
き
も
さ
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。
手
入
れ
の
さ
れ
な
い
木
々
が

空
高
く
し
げ
り
、
日
光
を
遮
り
、
暗

い
森
へ
変
え
ま
し
た
。
山
は
荒
廃
が

進
ん
で
い
ま
す
」。
こ
の
よ
う
な
森

は
表
土
が
あ
ら
わ
に
な
り
、
災
害
に

も
ろ
い
う
え
、
生
物
多
様
性
に
乏
し

く
、
森
林
の
機
能
は

著
し
く
低
下
し
ま
す
。
澤
田
さ

次
の
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
、

　
山
の
恵
み
に
感
謝
し
ま
し
ょ
う

広報やすぎ　2016年８月

西比田で行われている植林。
（写真は昨年 10 月のもの）
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しまね東部森林組合

前組合長

澤田直明さん



①十
とかみやま

神山（92.9 ｍ）安来町
　民謡安来節の歌詞
にも登場する安来港
の代名詞的存在。出
雲国風土記には砥神
嶋として記述されて
います。遊歩道やなぎさ公園が整備され、散
策にはお勧めの山です。神様の御座所となる
ことから山の木々には人の手が入らず、海辺
の植生を観察できる貴重な山でもあります。
　「最近はキャンプの問い合わせが増えてき
ました。なぎさ公園からは夜景がきれいです
よ」と、安来市観光協会の作野宏美さん。
②清

きよみずやま

水山（107.4 ｍ）宇賀荘町
③独
どくしょうざん

松山（320.6 ｍ）広瀬町、大塚町、能義町
④車
くるまやま

山（207.8 ｍ）田頼町、岩舟町、飯梨町
　古代は暑

あつがきのとぶひ

垣烽と呼ばれ、「のろし」場があっ
たと風土記に記述されています。現在は国土
地理院の三角点が置かれています。
　飯梨交流センター松本友和館長は、「平成
元年から地元の人によって登山道が整備さ
れ、山頂には桜が植えら
れました。現在も飯梨地区
環境保全の会によって年二
回、草刈りなどの整備がさ
れ、地元に愛されている山
です。岩舟登山口からは 30 分で登頂できま
す」と話します。
⑤京

きょうらぎさん

羅木山（473.0 ｍ）植田町・広瀬町石原
⑥月

がっさん

山（183.8 ｍ）広瀬町富田
⑦天

てんばやま

馬山（251ｍ）広瀬町上山佐
　山佐小学校の真向
かいにある天馬山。
昔、頂上に御殿があ
り、それから御殿場
となり、転じて天馬

登ってみよう。安来の山。

山になったといわれています。山佐小の校歌
に歌われ、地元で親しまれている山です。頂
上付近には、世にも珍しい巨大な割石があり、
気軽に楽しめる山です。
⑧三

さんぐんさん

郡山（806.0 ｍ）広瀬町奥田原
⑨布

ふべようがいさん

部要害山（183.0 ｍ）広瀬町布部
⑩猿
さるがくれやま

隠山（816.9 ｍ）広瀬町東比田
　安来市で一番標高の高い山。東比田地区を
見守るように立つ姿はシンボルのような存在
で、山頂からは地区が一望できます。近年、
整備が進み、御墓山までの縦走（全長約 6 ㌔）
が可能になりまし
た。縦走路はアップ
ダウンが少なく、快
適に天空散策を楽し
め、多くの登山客が訪れています。「縦走す
る人は帰る手段の準備をお忘れなく」と東比
田交流センターの田邊裕子主事。
⑪安

やすだようがいさん

田要害山（281.2 ｍ）伯太町安田
⑫比

ひ ば や ま

婆山（320.0 ｍ）伯太町井尻
⑬永

ながえやま

江山（570.1 ｍ）伯太町赤屋

広報やすぎ　2016年８月

※登山道が整備されている代
表的な山（概ね標高 100 ｍ以
上）を紹介しています。

９



安
来
市
は
テ
ニ
ス
会
場

平
成
28
年
度
　
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

2016 情熱疾走　
　　　　中国総体
テニス競技（安来会場）
●日時　
　8/2 ㈫・8/5 ㈮・8/6 ㈯
　午前９時～
●場所　安来運動公園
●問い合わせ
　市実行委員会℡ 22－5553

　

高
校
生
ス
ポ
ー
ツ
の
最
大

の
祭
典
で
あ
る
「
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
」
が
今

年
、
中
国
五
県
お
よ
び
和
歌

山
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ

の
う
ち
安
来
市
は
、
テ
ニ
ス

競
技
の
会
場
（
松
江
市
と
合

同
開
催
）
で
す
。
全
国
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
選
手
た
ち
が
、

会
場
と
な
る
安
来
運
動
公
園

庭
球
場
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
す
。

　

世
界
で
活
躍
す
る
錦
織
圭

選
手
の
地
元
島
根
で
の
大
会

と
あ
っ
て
、
全
国
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆

さ
ん
も
、
高
校
生
ア
ス
リ
ー

ト
の
熱
い
戦
い
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

駐
車
場
は

安
来
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
と

安
来
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

会
場
と
な
る
安
来
運
動
公

園
の
駐
車
場
は
、
選
手
や
大

会
関
係
者
専
用
に
な
り
ま

す
。

　

一
般
の
観
戦
の
皆
さ
ん

は
、
同
公
園
陸
上
競
技
場
ま

た
は
安
来
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
臨
時
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

　

公
共
交
通
で
お
越
し
の
人

は
、
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が

JR
安
来
駅
＝
安
来
高
校
＝
会

場
間
を
運
行
し
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

安
来
の
夏
を
鮮
や
か
に

彩
る
月
の
輪
ま
つ
り
。
新

し
い
企
画
も
加
わ
っ
て
、

さ
ら
に
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

に
な
り
そ
う
で
す
。
期
間

中
の
イ
ベ
ン
ト
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
行
事
日
程
】

●
月
の
輪
神
事

▼
14
日
㈰
～
17
日
㈬
19
時

30
分
～
26
時
▼
安
来
町
市

街
地

●
花
火
大
会

▼
14
日
㈰
20
時
～
20
時
45

分
▼
安
来
港

●
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

▼
14
日
㈰
15
時
～
21
時

▼
安
来
港
特
設
ス
テ
ー
ジ

▼
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山

圏
域
交
流
事
業
「
さ
ん
こ

節
」
▼
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス

ト
▼kotonoha

（
こ
と

の
は
）
ラ
イ
ブ
▼
島
根
ス
サ

ノ
オ
マ
ジ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ほ

か●
安
来
節
踊
り
・
真
夏
の
コ

ス
チ
ュ
ー
ム
パ
レ
ー
ド
～
仁

輪
加
２
０
１
６

▼
16
日
㈫
18
時
～
21
時
▼
安

来
町
市
街
地

●
自
治
会
ス
テ
ー
ジ

▼
16
日
㈫
～
17
日
㈬
18
時
頃

～
22
時
30
分
頃
▼
安
来
節
公

演
、芝
居
公
演
ほ
か
▼
新
町
・

八
幡
町
・
明
治
町
・
大
市
場
・

中
市
場

【
特
別
企
画
】

●
「
月
の
輪
あ
か
り
展
」　

ほ
の
か
な
灯
り
を
照
ら
す
作

品
等
を
展
示
。

▼
８
月
13
日
㈯
～
17
日
㈬
10

時
～
17
時
▼
安
来
観
光
交
流

プ
ラ
ザ
２
Ｆ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ギ
ャ
ラ
リ
ー

実
行
委
員
会
か
ら
お
願
い

▼
期
間
中
は
車
両
通
行
止

め
等
の
交
通
規
制
が
行
わ

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記

ま
た
は
直
前
の
新
聞
折
り

込
み
で
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
不
発
花
火
（
黒
玉
）
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

花
火
大
会
の
当
日
以

降
に
港
周
辺
で
不
発
花

火
（
黒
色
の
球
体
）
を
発

見
し
た
場
合
は
、
絶
対
に

手
を
触
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
火
傷
・
暴
発
の
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
安
来

消
防
署
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

安
来
消
防
署

（
℡
22-

０
１
１
９
）

や
す
ぎ

月
の
輪
ま
つ
り

2016 年・・夏

８
月
14
日
～
17
日
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日
本
遺
産

日
本
遺
産
認
定
　
記
念
講
演
in
安
来

金
屋
子
神
と

た
た
ら
製
鉄
×

【問い合わせ】
教育委員会文化課

℡ 23 － 3240

▲金屋子神図（堀江有声
作・部分）和鋼博物館蔵。

「花火打ち上げ台船」見学会
　月の輪まつりの花火準備風景をのぞいてみませんか？花
火を打ち上げる台船に乗り込み、実際の準備風景を見学し
ていただきます。安全のため、動きやすい服装や運動靴で
お越しください。サンダル等は不可。
　※当日は係員の指示に従ってください。
　・日　　時：８月13日㈯ 11：00 ～ 11：30　（10：40集合）
　・集合場所：安来港新港（大きな台船が目印です）
　・対　　象：中学生以上

月の輪ダンスコンテスト
　皆さんの熱いダンスで会場を盛り上げませんか？各種賞
金をご用意しています。奮ってご参加ください。参加希望
者は問い合わせ先までお電話ください。詳細をお伝えいた
します。
　・14日㈰　安来港（花火会場）特設ステージ　

①安来節踊り
②真夏のコスチュームパレード仁

に わ か

輪加 2016
　・16日㈫　（安来町市街地）18：00 ～
①町中を安来節の音楽に合わせて踊りながら練り歩く安来
節踊り !!
②まつりの夜を彩る仮装パレードの仁輪加！コスチューム
パレード略して「コスパレ」でまつりの夜を盛り上げよ
う！自己ＰＲ・企業ＰＲ・ダンスなど何でもＯＫなＰＲ
タイムを設けています。大賞には賞金をご用意。詳細は
問い合わせ先までご連絡ください。

　

た
た
ら
製
鉄
に
縁
の
あ
る

安
来
市
・
雲
南
市
・
奥
出
雲

町
が
共
同
で
申
請
し
た
「
出

雲
國
た
た
ら
風
土
記
～
鉄
づ

く
り
千
年
が
生
ん
だ
物
語
～
」

が
今
春
、
日
本
遺
産
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
構
成
文

化
財
の
一
つ
に
「
金
屋
子
信

仰
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
信

仰
の
総
本
宮
が
西
比
田
に
あ

る
金
屋
子
神
社
で
す
。
今
な

お
、
鉄
に
関
わ
る
人
々
か
ら

厚
く
信
仰
さ
れ
、
参
拝
す
る

人
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　

新
た
に
発
見
さ
れ
た
縁
起

（
神
社
の
起
源
・
由
来
）
な

ど
を
手
が
か
り
に
研
究
さ
れ

た
成
果
を
踏
ま
え
、
謎
に
包

ま
れ
た
金
屋
子
神
の
ル
ー
ツ

に
迫
り
ま
す
。

【
講
演
の
内
容
】

①
認
定
の
報
告　

②
記
念
講
演
（
１
０
０
分
）

▼
講
師　

山
﨑
亮
氏
（
島
根

大
学
法
文
学
部
教
授
）

▼
演
題
「
金
屋
子
神
と
た
た

ら
製
鉄
」

・
日
時　

８
月
21
日
㈰

14
時
～
16
時

・
会
場　

和
鋼
博
物
館
映
像

ホ
ー
ル

・
定
員　

１
０
０
人
（
先
着

順
）

・
入
場
料　

無
料

新企画です。体験ください。

出演者・参加者大募集中 !!

やすぎ月の輪まつり実行委員会
事務局：℡ 0854-37-0711

８月14日の交通規制

８月16日の交通規制

※８月15・17日の交通規制は、開催直前に新聞
折り込み予定のイベントチラシをご覧ください。
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健康の窓

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
と
食
育
の
推
進
を
図
る
た
め
、
第
３
次

健
康
増
進
計
画
と
第
２
次
食
育
推
進
計
画
を
一
体
的
に
し
た

「
健
康
や
す
ぎ
21
」
を
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
検
診
デ
ー
タ
、

人
口
統
計
な
ど
を
も
と
に
洗
い
出
し
た
健
康
課
題
を
認
識
し
、

市
民
に
対
し
予
防
を
重
視
し
た
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　  

健
康
や
す
ぎ
21
を

基本理念
 ｢ 元気でいきいきと安心して暮らせるまちづくり」

基本目標　健康寿命の延伸

　　　重点とする健康づくりの３つの柱
①生涯を通じた健康づくり　
②健康を支援する環境づくり
③住民主体の地域活動の推進

　
「
健
康
や
す
ぎ
21
」
で
は
、
健
康

寿
命
の
延
伸
を
基
本
目
標
と
し
て
掲

げ
て
い
ま
す
。
健
康
寿
命
と
は
、
元

気
に
身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分
で
で

き
る
期
間
の
平
均
値
で
、
国
で
は
男

性
70
・
42
歳
、
女
性
73
・
62
歳
（
厚

生
労
働
省
※
平
成
22
年
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
健
康
寿
命
を
伸
ば
す

た
め
、
家
族
や
地
域
、
学
校
、
行
政
、

企
業
や
関
係
団
体
と
一
体
と
な
っ
て

市
民
の
健
康
づ
く
り
と
食
育
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

健
康
寿
命
を
低
下
さ
せ
る
大
き
な

要
因
の
一
つ
で
あ
る
生
活
習
慣
病

（
肥
満
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脳
血

管
疾
患
、
が
ん
な
ど
）
は
、
予
防
で

き
ま
す
。
日
々
の
生
活
習
慣
が
大
き

く
影
響
す
る
こ
と
を
一
人
一
人
が
認

識
し
、
改
善
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
主
な
健
康
指
標
の
目
標

・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
減
少

・
が
ん
死
亡
率
の
減
少

・
脳
卒
中
死
亡
率
の
減
少

・
虚
血
性
心
疾
患
死
亡
率
の
減
少

・
自
殺
死
亡
率
の
減
少

・
８は

ち

０ま
る

２に
い

０ま
る

達
成
者
の
増
加　

な
ど

健
康
寿
命
を
意
識
し
ま
し
ょ
う

■問い合わせ
　いきいき健康課
 　℡ 23-3207

計画期間

平成28～37年度
（10年間）

和田美和管理栄養士の

ちょっこし食育レシピ

（作り方）

①玉ねぎは薄切り、人参、ピーマンは細切りにする。

②小鍋に調味料Ａを入れてひと煮立ちさせ冷ましておく。

③さばを２等分に切り、塩、こしょう少々を振る。

④フライパンに油を入れ、人参、玉ねぎ、ピーマンの順に炒め、

　塩こしょうで味をととのえ、熱いうちに②につける。

⑤④のフライパンを洗わずに③を入れ、両面をこ

　んがりと焼き、熱いうちに④に漬ける。

（1人あたり）　エネルギー＝149kcal　塩分＝1.1g

材料（４人分）

さば…60ｇ×4切れ、玉ねぎ…120ｇ

人参…40ｇ、ピーマン…40ｇ

塩・こしょう、油…大さじ２／３

調味料Ａ（昆布出し汁…160cc、酢…大

さじ４、濃口しょうゆ…大さじ１と1/3、

みりん…大さじ２、酒…大さじ２、赤唐

辛子…少々）

焼きさばのさっぱり南蛮漬け

施策の方向
○定期的に健康診断・がん検診を受診する習慣づくり
○糖尿病などの生活習慣病とがんの予防
○運動などの健康的な生活習慣づくり
○こころの健康と自死の予防
○歯と口腔の健康づくり
○親子の健康づくり
○食育の推進

予
防
を
重
視
し
た
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

計画のイメージ

※「健康やすぎ２１」は市のホームページで見ることができます

　
策
定
し
ま
し
た

こ
れ
か
ら
10
年
の
健
康
づ
く
り
の
指
針
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シリーズ④
考えよう！公共施設等の未来

■問い合わせ　行財政改革推進室
　　　　　　　℡２３-３０２３

今後の公共施設等の対策
　財政負担を軽減・平準化しながら、公共施設等を末長く有効活用し、時代のニーズに
あった行政サービスを提供するため、各施設に次のような手法を検討していきます。

計画策定に向け
パブリックコメントなどを実施します

【
会
期
】 

７
月
16
日
㈯
～
９
月
26
日
㈪

※
期
間
中
、
一
部
展
示
替
え
あ
り

　市公共施設等の現状をお知らせします。

●
安
部
朱
美
さ
ん

に
よ
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
　

日
時　

▽
７
月
16

日
㈯
10
時
～
11
時

▽
８
月
28
日
㈰
13
時
30
分
～
14
時
30
分

●
安
部
朱
美
氏
講
演
会
「
人
形
に
想

い
を
込
め
て
‐
ご
縁
は
繋
が
る
‐
」

日
時　

８
月
７
日
㈰
13
時
30
分
～
15
時

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　
８
月
15
日
㈪

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

出
演　

Ｄ
ｕ
ｏ
・

　
　
　

ア
フ
ェ
ッ
テ
ィ

パブリックコメントとは

１  長寿命化
　施設設置後、一定期間で
の 点 検・ 補 修 を 行 い ま す。
修繕箇所の初期発見や修繕
規模の縮小、大規模改修に
よる施設の機能回復・向上
を図り、施設の耐用年数を
延ばし、施設更新費用を抑
えます。

２  整理統合
　　（集約化、複合化等）
　利用状況により同一の施
設の集約化を図ります。
　また、はくた文化学習館（交
流センターと図書館）のよう
に施設に異なる機能を持たせ
て複合化を図り、機能充実に
よるサービス向上や維持管理
費用の軽減を図ります。

３  譲渡・売却
　施設の譲渡・売却を推進
します。
●対象となる施設
・余剰施設　
・遊休施設
・民間等でサービス提供が
　可能な施設
・施設利用が特定の団体に  
　限られる施設　など

　行政が規制の設定や改廃
時などに、原案を公表し、
市民の意見を求める制度。

　公共施設等総合管理計画は、これらの手法により公共施設等をどの
ように維持していくかを示し、次の世代に安全な公共施設等を継承す
るための指針となります。計画策定に向け、今後はパブリックコメン
トなどを実施して皆さんのご意見を聞きながら進めていきます。

▲補強を終えた太平寺橋 ▲文化学習館内にある図書室 ▲民間に譲渡された施設

所在地　広瀬町布部 345-27
開　館　９時～16時30分
休館日　毎週火曜日
　　　　（祝日は翌日休館）
　℡ 0854-36-0880

　
  安来市加納美術館からの

お知らせ

企
画
展
『
人
形
作
家 

安
部
朱
美 

三
十
五
年

の
道
程 

‐
今
伝
え
た
い
、
こ
の
思
い
‐
』
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たうん

とぴっくす
身近な町の話題や出来事を紹介します

　４月から配食を開始している安来市給食セン
ター（ハッピークック）を７月１日に安田小４年
生等の児童15人が見学しました。同センターの
２階には見学用の窓が設けられ、調理風景の見学
ができ、多くの子どもたちが訪れています。
　市内小学校の給食は自校式で、校内で調理され
たものが机に並びます。ここでは一度に1,200人
分もの給食が、大型の機器で調理されていきます。
普段とは違った作業風景に児童たちは驚いた様子
で見ていました。

清き水辺で光りのショー

給食センターを安田小が見学

　ホタルの観賞地として知られる吉田地区で６月
11日、「吉田ほたる祭り」が開催され、訪れた人
たちは光を放ちながら乱舞するホタルを楽しみま
した。
　会場となった吉田交流センター周辺では、家族
連れらが訪れ、ホタルが川面を飛び舞う様子に「き
れいだね」「すごい」と興味深く観賞。来場者は、
暗闇に浮かぶ幻想的な光景をうっとりと見つめて
いました。

◀
交
流
セ
ン
タ
ー
前
の
吉
田
川
で
飛

　
び
舞
う
ホ
タ
ル

ゲーム？スポーツ？楽しむゴミ拾い
　６月の環境月間に合わせて市内をきれいにする「ク
リーンアップ安来デー」が６月12日に開催され、141
団体4,112人が参加しました。
　このうち荒島地区健康推進協議会では、楽しみながら
活動しようと「スポーツゴミ拾いウオーキング」を企画。
３～５人がチームとなり、決められた範囲や一定のルー
ルに従って拾い集めたゴミの量を競います。初めて参加
した小学５年生の謝

じゃ

花
ばな

陽
ひ

菜
な

さんは、「友達２人と一緒に
参加しました。みんなでたくさんゴミを拾って街をきれ
いにしたい」と話してくれました。

▲当日は10チーム37人が参加。
心地よい汗をかきながら地元
をきれいにしていきました。
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　「太古の光　今の世に照らし給えと祈りつつ　捧
げ唄わん安来節」
　国の重要文化財に指定され、芸能の神様と伝えら
れている清水寺の摩

ま

多
た

羅
ら

神
しん

坐
ざ

像
ぞう

に、安来節の歌詞が
奉納されました。奉納したのは安来節家元四代目渡
部お糸さん。
　同像は昨年から京都国立博物館で修復され、今春、
数カ月ぶりに清水寺に戻りました。４月には一般公
開され、この時に家元が特別に作詞した唄を神像の
前で披露しました。この歌詞を額装し今回、奉納し
たものです。
　お糸さんは「奉納できたことで、いつまでも郷土
の芸能安来節を守っていただけるように思います」
と話していました。

　日立金属株式会社安来工場及び同社冶金研究所
が開発したマルエージング鋼の製造方法が、平成
28年度全国発明表彰（公益社団法人発明協会主
催）の特許庁長官賞を受賞しました。同表彰が始
まった大正 8年以降、島根県内企業では初の受
賞となりました。
　発明は、主に自動車の無段変速機（ＣＶＴ）の
金属ベルトに適用されるマルエージング鋼に使用
され、疲労強度を低下させる原因となっていたチ
タン窒化物を微細化できる技術です。これにより
ベルトの耐久性が向上し、ＣＶＴの普及が促進さ
れ、燃費の向上やＣＯ２削減に大きく寄与してい
ます。

快挙！日立金属が発明表彰

▲近藤市長に受賞報告を行った日立
金属冶金研究所の所長・岸上一郎
さん（左）と、原顕一郎さん（中）

芸能の神像に安来節の歌詞を奉納

▲奉納された額と摩多羅神坐像は、今秋にも一般公
開される予定です。

　専門家の技や知恵を学びませんかー。３回目と
なる「安来まちゼミ」が６月下旬から開催され、
44店舗で48講座が提供されました。まちゼミと
はお店の人の専門知識を少人数で学ぼうというも
ので、材料費以外の受講料は無料。分野は健康、
食べる、ものづくり、体験するなどさまざまです。
　市内のコーヒー専門店で開催されたまちゼミ
「美味しい珈琲の入れ方」には５人が参加。コー
ヒーの木の話からはじまり、豆の特徴や産地など
専門家ならではの話を聞きます。その後は、家庭
にもあるドリップ式コーヒーの美味しい入れ方を
伝授。豆の量の目安、お湯の温度と入れ方、豆の
保存方法など、普段はなかなか聞くことのできな
い話に、参加者は熱心に耳を傾けていました。

プロに教わるとっておきの技
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後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
が
対
象
で
す
。
75
歳
以

上
の
人
（
65
歳
以
上
で
広
域

連
合
が
障
害
認
定
し
た
方
を

含
む
）
に
、
８
月
か
ら
お
使

い
い
た
だ
く
新
し
い
保
険
証

（
緑
色
）
を
７
月
中
に
送
付

し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受

給
者
が
対
象
で
す
。
70
歳
～

74
歳
の
国
保
加
入
者
に
、
８

月
か
ら
お
使
い
い
た
だ
く
新

し
い
高
齢
受
給
者
証
を
７
月

中
に
送
付
し
ま
す
。

　

証
で
は
、
医
療
機
関
の
窓

口
で
お
支
払
い
さ
れ
る
医
療

費
の
自
己
負
担
割
合
（
２
割

ま
た
は
３
割
）
を
、
前
年
中

の
所
得
に
基
づ
き
決
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
自
己
負
担
割

合
に
つ
い
て
は
、
昭
和
19
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
で
、
現
役
並
み
所
得
（
３

割
負
担
）
以
外
の
人
は
、
引

き
続
き
１
割
負
担
に
据
え
置

か
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
福
祉
医
療

証
は
、
平
成
28
年
９
月
30
日

ま
で
有
効
で
す
。
引
き
続
き

制
度
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、更
新
申
請
が
必
要
で
す
。

更
新
が
必
要
な
福
祉
医
療
証

を
お
持
ち
の
人
に
は
、
７
月

中
に
申
請
用
紙
を
送
付
し
ま

す
。

　

前
回
、
所
得
判
定
に
よ
っ

て
該
当
し
な
か
っ
た
人
は
、

保
険
年
金
課
で
今
年
度
の
申

請
（
７
月
１
日
以
降
）
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
、
有
効
な
福

祉
医
療
証
を
お
持
ち
で
な
い

人
（
前
回
更
新
を
し
な
か
っ

た
り
、
非
該
当
だ
っ
た
り
し

た
人
）
へ
は
申
請
用
紙
は
送

ら
れ
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
更
新
申
請
に
必
要
な
も
の

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
の

福
祉
医
療
証

【
20
歳
未
満
の
人
】

申
請
書
、
健
康
保
険
証
、
印

鑑
、
お
持
ち
の
手
帳
（
身
体

障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
）

【
20
歳
以
上
の
人
】

申
請
書
、
健
康
保
険
証
、
印

鑑
、
お
持
ち
の
手
帳
（
身
体

障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
）、
平
成
27
年
中
の
障
害

年
金
・
恩
給
等
の
非
課
税
年

金
受
給
額
の
分
か
る
も
の
、

住
民
税
課
税
証
明
（
※
１
）

ひ
と
り
親
家
庭
の

福
祉
医
療
証

対
象
は
、
18
歳
未
満
又
は
高

校
３
学
年
終
了
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り
親

家
庭
で
す
。

申
請
書
・
健
康
保
険
証
・
印

鑑
・
平
成
27
年
中
の
所
得
に

か
か
る
住
民
税
課
税
証
明

（
※
１
）・
所
得
税
非
課
税
証

明
書
（
※
２
）

※
１　

平
成
28
年
１
月
１
日

現
在
、
本
人
及
び
世
帯
家
族

で
、
安
来
市
以
外
に
住
所
が

あ
っ
た
人
に
つ
い
て
必
要
で

す
。
お
住
ま
い
だ
っ
た
住
所

地
の
市
役
所
等
で
証
明
さ
れ

ま
す
。

※
２　

平
成
28
年
１
月
１
日

現
在
、
ひ
と
り
親
と
、
そ
の

平成28年度の後期高齢者医療保険料額を、前年中
（平成27年中）の所得に基づいて決定しました。こ

の保険料額をお知らせする通知書を加入者全員にお
送りします。保険料の徴収方法・開始時期は、今回
お送りする通知書で確認ください。

後期高齢者医療保険料額の通知

後期高齢者医療被保険者証
国民健康保険高齢受給者証
福祉医療証

更新の時期です

後期高齢者医療については、℡ 23-3085、23-3120
国民健康保険については、℡ 23-3084、23-3087
福祉医療については、℡ 23-3094

保険年金課

後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
の
更
新

国
保
高
齢
受
給
者
証

の
更
新

福
祉
医
療
証
の
更
新
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家
族
（
同
一
住
所
に
あ
る
18

歳
以
上
の
兄
姉
・
祖
父
母
。

世
帯
分
離
の
家
族
を
含
む
）

で
安
来
市
以
外
に
住
所
が

あ
っ
た
人
に
つ
い
て
必
要
で

す
。
税
務
署
で
証
明
さ
れ
ま

す
が
、確
定
申
告
の
写
し
等
、

所
得
税
が
非
課
税
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
も
の
で
も
構
い

ま
せ
ん
。

◎
締
め
切
り　

平
成
28
年
８

月
31
日
㈬

◎
受
付
場
所　

市
役
所
保
険

年
金
課
③
・
各
地
域
セ
ン

タ
ー

◎
福
祉
医
療
制
度
は
申
請
月

よ
り
も
前
の
月
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
助
成
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

住民税非課税世帯の人について、医療費と入院時の食事代が
減額となる制度があります。また、70歳未満の人については、
自己負担限度額が適用される制度（住民税課税世帯を含む）
があります。いずれも申請により認定証を交付します。（原則、
申請された月の初日に遡って適用されます）

　　※ 70歳以上の課税世帯の方は、認定証がなくても自己負担限度額が適用されます。
　　※すでに交付を受けている人は、原則有効期限が平成28年７月31日までとなって
　　　います。国保の方で引き続き必要がある場合は、更新手続きが必要です。
　　※平成27年度後期高齢者医療の「減額認定証」をお持ちで平成28年度に未申告者
　　　のいない住民税非課税世帯の方は、更新手続きは不要です。７月中に新しい証を
　　　送付します。
▽手続に必要なもの
保険証・印鑑・長期入院（90日以上）の証明が必要な方は５月・６月・７月の入院分の
領収書または請求書・世帯主と交付対象者のマイナンバーがわかるもの（マイナンバー
通知書等）・来庁者の本人確認ができるもの（免許証等）
▽申請先　保険年金課（３番窓口）、広瀬地域センター、伯太地域センター

対象者となる人 認定証の種類 適用範囲
後期高齢者医療被保険
者で、非課税世帯の人

後期高齢者医療限度額適用・標
準負担額減額認定証

医療費と食事代を減額

70歳未満 国民健康保険限度額適用認定証
医療費の自己負担限度額が適
用

70歳未満で、
非課税世帯の人

国民健康保険標準負担額減額認
定証

食事代を減額

70～74歳で、
非課税世帯の人

国民健康保険限度額適用・標準
負担額減額認定証

医療費と食事代を減額

国
保
加
入
者

区　　分 自己負担限度額 食事代
（１食あたり）

上位
所得者

所得金額901万円を
超える

252,600円＋（総医療費 -842,000円）×１％
　４回目以降140,100円 360円

所得金額600万円を
超え901万円以下

167,400 円＋（総医療費 -558,000円）×１％
　４回目以降 93,000円 360円

一般

所得金額210万円を
超え600万円以下

80,100円＋（総医療費 -267,000円）×１％
　４回目以降 44,400円 360円

所得金額210万円
以下

57,600円
　４回目以降 44,400円 360円

住民税非課税世帯 35,400円
　４回目以降 24,600円

210円
（160円）※１

70歳未満の人の自己負担限度額（１カ月当たり）

70歳以上の人の自己負担限度額（１カ月当たり）
区　　分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位） 食事代（１食あたり）

現役並み所得者 44,400円 80,100円 ＋（ 総 医 療 費 -267,000円 ）
× 1％　　　４回目以降 44,400円 360円

一般 12,000円 44,400円 360円

低所得Ⅱ※２
8,000円

24,600円 210円（160円）※１

低所得Ⅰ※３ 15,000円 100円

   医療費や
   入院時食事代の

減額制度

※１　入院日数が90日を超えた場合、再度申請をすることで160円になります
※２　世帯員全員が市県民税非課税の世帯に属する人
※３　世帯員全員が市県民税非課税でかつ所得が０円である世帯に属する人
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写真：現安来庁舎の屋上で新規採用職員等を撮影。

職
種
・
募
集
人
員
・
主
な
受
験
資
格
（
詳
細
は
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

一
般
事
務
職
（
10
名
程
度
）
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
。

保
健
師
（
１
名
程
度
）
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。
保
健
師
免
許
を

有
す
る
人
（
含
平
成
28
年
度
取
得
予
定
者
）。

土
木
（
２
名
程
度
）
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
。

幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
（
４
名
程
度
）
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。

幼
稚
園
教
諭
免
許
か
つ
保
育
士
資
格
を
有
す
る
人
（
含
平
成
28
年
度
取
得
予
定
者
）。

調
理
師
（
１
名
程
度
）
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。
栄
養
士
免
許
を

有
す
る
人
（
含
平
成
28
年
度
取
得
予
定
者
）。

消
防
職
（
２
名
程
度
）
平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
。
そ
の
他
の
要
件
は
要
項
を
確
認
く
だ
さ
い
。

　

第
１
次
試
験

○
試
験
日	

平
成
28
年
９
月
18
日
（
日
）（
２
次
試
験
の
日
時
は
別
途
通
知
）

○
試
験
会
場	

安
来
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー
他

受
験
手
続	
	

	
	

	
	

	
	

　

採
用
試
験
募
集
要
項
に
基
づ
き
、
試
験
申
込
書
を
人
事
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
要
項
は
人
事
課
で
配
布
し
ま
す
。郵
送
で
も
請
求
で
き
ま
す
。詳
し
く
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限　

平
成
28
年
８
月
15
日
㈪
ま
で
【
土
日
・
祝
日
を
除
く
】

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
15
日
必
着
）

申込書・要項等の請求先

安来市役所　総務部人事課
〒692-8686　安来市安来町８７８番地２　℡ 0854-23-3021   FAX 0854-23-3061
　※市ホームページは左記のＱＲコードをご利用ください。
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book図書館からのお知らせ

著　者　マリー・ホール・エッツ
出版社　好学社

「ねずみにぴったりののりもの」

　著者の描く絵
は、愛らしい表
情やしぐさがお
かしく、思わず
ふふっと微笑ん
でしまう。今作
はねずみが人間のおもちゃを手
に入れたいと行動をおこす話。
言葉選びも美しいので親子で楽
しんでください。

「夜間中学へようこそ」

著　者　山本悦子
出版社　岩崎書店

　優菜の祖母は
ある日「夜間中
学へ通う」と宣
言。大人になっ
てまで学校で勉
強したい祖母を
理解できない優菜に、祖母は幼
少期の体験、そして勉強して叶
えたいという目標を話します。
学ぶことの大切さを考えさせら
れる一冊です。

著　者　松本恒平
出版社　さくら舎

　1980年、 安
来で生まれ大阪
市で整体院を経
営する、整体師・
カイロプラク
ターが書き上げ
た整体本です。腰痛やヘルニア
で悩む方々におすすめします。

「１日３分！関節アングル整体
でゆがみを治す」

50の名機とアイテムで知る図説
カメラの歴史� マイケル・プリチャード
希望荘� 宮部みゆき
帰郷� 浅田次郎
保護者の心をつかむ保育コミュ
ニケーション力� 西東桂子
18歳選挙権ガイドブック
� 川上和久

日本のお葬式が全部わかる本
� 岩下宣子
裸の華� 桜木紫乃
女學生奇譚� 川瀬七緖
悪母� 春口裕子
ちちんぷいぷい� 松山巌
おっとり聖四郎事件控
� 井川香四郎
三匹の浪人� 藤井邦夫
伯爵夫人� 蓮見重彦

その他　新刊図書

著　者　志水辰夫
出版社　徳間書店

「疾れ、新蔵」

　江戸表と国
許の確執によ
り、江戸屋敷か
らたったひとり
で姫を国許まで
連れ戻すことと
なった新蔵。藩に雇われた腕の
立つ浪人に追われ、逃げ込んだ
山中では火の手が迫る。新蔵の
命がけの逃走が始まる！

防ぐことはできなくても、準備
をしておけば安心です。もしも
の時の備えに役立つ一冊です。

「もしものときに役立つ
わが家の防災ハンドブック」
著　者　山村武彦
出版社　家の光協会

　もし、災害に
あったら・・・。
地震、台風、大
雨など近頃自然
災害が多発して
います。発生を

ー　臨時休館　ー
●ひろせ図書室
　期間　８月13日㈯～16日㈫

ー　閉館時間の変更　ー
●安来市立図書館
　期日　８月15日㈪
　　　　18時（通常は20時）

※はくた図書室はカレンダー
　どおりに開館します。

　

夏
休
み
連
続
イ
ベ
ン
ト
。
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
、
人
形

劇
な
ど
を
実
施
。
図
書
館
で
不
要

に
な
っ
た
本
や
雑
誌
を
大
放
出
す

る
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
も
開
催
し
ま

す
。
暑
い
夏
は
図
書
館
で
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

期
日　

８
月
２
日
㈫
～
６
日
㈯

時
間　

10
時
30
分
～

場
所　

安
来
市
立
図
書
館
二
階　

　
　
　

読
書
テ
ラ
ス

内
容　

２
日
㈫
お
は
な
し
会

４
日
㈭
人
形
劇
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト

　
　
　
（
紙
で
つ
く
っ
た
人
形
劇
）

５
日
㈮
紙
芝
居

６
日
㈯
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
（
10
時
～
）、

　
　
　

お
は
な
し
会

※
各
イ
ベ
ン
ト
の
申
込

は
不
要
。
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■問い合わせ
安来市立図書館…℡ 22-2574
ひろせ図書室……℡ 32-4455
はくた図書室……℡ 37-0050

その他の新着図書情報は
安来　図書館情報　検索

　近くの図書館（室）に借りたい
本がない場合、他の図書館（室）
から取り寄せができます。

図書館のつどい
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行　

政

七
夕
飾
り
を
回
収
し
ま
す

　
環
境
政
策
課
℡
23-

３
１
０
０

　

河
川
の
環
境
保
全
の
た
め
、

川
に
笹
飾
り
を
流
さ
な
い
よ

う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
日　

８
月
７
日
㈰

場
所
・
時
間　

▽
安
来　

中
庭

駐
車
場
18
時
～
19
時　
▽
広
瀬

富
田
橋
中
土
手
河
川
敷
16
時
～

18
時　
▽
伯
太　
駐
車
場
17
時

30
分
～
18
時
30
分

盆
の
仏
送
り
の
供
養
物
を
引
き

取
り
ま
す

　
環
境
政
策
課
℡
23-

３
１
０
０

　
次
の
場
所
ま
で
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

●
８
月
15
日
㈪　

場
所
・
時
間　

▽
安
来
港
岸
壁

（
17
時
～
20
時
30
分
）　
▽
荒
島

王
陵
の
丘
公
園
駐
車
場
（
19
時

～
20
時
30
分
）　
▽
島
田　
（
19

時
30
分
～
20
時
30
分
）

▽
広
瀬　
駐
車
場
※
商
工
会
西

側
（
18
時
～
22
時
）

●
８
月
16
日
㈫　

場
所
・
時
間　

▽
安
来　

中
庭

駐
車
場
（
７
時
～
８
時
）　

▽

光
現
寺
前
伯
太
川
河
川
敷
（
20

時
～
21
時
）

そ
の
他　

▽
中
身
の
見
え
る
袋

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
（
回
収
で
き

る
も
の
は
可
燃
物
の
み
で
不
燃

物
は
引
き
取
り
ま
せ
ん
）　
▽
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
係

員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
は
８

月
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
福
祉
課
℡
23-

３
２
４
８

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
人
は
、
毎
年
８
月
中
に
現

況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
現
況
届
は
、
引
き
続
き
受
給

資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
も
の
で
、
届
が
提
出
さ
れ

●
８
月
か
ら
加
算
額
が
増
額
さ

れ
ま
す

・
第
二
子
加
算
額　
▽
全
部
支

給･･･

１
万
円　
▽
一
部
支
給

･･･

９
９
９
０
円
～
５
千
円

・
第
三
子
以
降
加
算
額　
▽
全

部
支
給･･･

６
千
円　
▽
一
部
支

給･･･

５
９
９
０
円
～
３
千
円

※
加
算
額
は
各
世
帯
の
所
得
に

応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

※
８
～
11
月
分
は
12
月
に
支
給
。

　
平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
義
援

金
受
付
を
継
続
し
ま
す

　

総
務
課
℡
23-

３
０
１
６

　
義
援
金
の
受
付
は
６
月
末
を

最
終
日
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

当
面
の
間
、
継
続
し
ま
す
。

義
援
金
箱
設
置
場
所　
▽
総
合

案
内
（
安
来　
）　
▽
広
瀬

（
広
瀬　
）　

▽
伯
太　
（
伯
太

　
）

そ
の
他　

▽
義
援
金
は
、
日

本
赤
十
字
社
島
根
県
支
部
を

通
じ
て
被
災
地
に
送
付
し
ま

す　
▽
６
月
末
現
在
の
総
額
は

67
万
７
５
５
０
円
で
す
。

インターネット通信販売の出店を支援します

　島根県と楽天株式会社が締結している
協定に基づき、インターネット通信販売
サイト『楽天市場』に新規出店される事
業者の皆さんに、出店費用の一部を支援
します。

●申請を受けるには条件があります。
・安来市内に主たる事業所を有すること
・新規出店であること（既存出店者は対象外）
・楽天市場に１年以上出店すること　など

な
い
場
合
、
８
月
分
以
降
の
手

当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
該
当
者
に
は
、
７
月
末
に

必
要
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。

　　　　　　　　　　　支援内容
補　助　額 ･･･ 月額 10,530 円を最大一年間分
　※がんばれプラン（月額 21,060 円）の半額に相当　
支援対象 ･･･ がんばれプラン、スタンダードプラン　　　
　※出店初年度のみの補助となります
　※初期登録費用・システム利用料等出店料以外の経費は
　　補助対象になりません
　※申請受付は先着順とし、予算がなくなり次第で終了と
　　となります。

　楽天市場出店について ･･･
　楽天株式会社　℡０５０-５８１７-１１００
　出店料補助制度について ･･･ 商工観光課　℡２３-３３４４

問問

問

問

問

問

庁

庁

庁

庁

交

庁

庁

庁

地

地
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る
ご
意
見
を
お
聴
き
す
る
た

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た

だ
く
、「
し
ま
ね
ｗ
ｅ
ｂ
モ
ニ

タ
ー
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容　

年
10
回
程
度
、
県

政
の
課
題
な
ど
か
ら
選
定
し
た

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

に
パ
ソ
コ
ン
か
ら
回
答
。

応
募
資
格　

県
内
在
住
で
満
15

歳
以
上
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
持
ち
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
携
帯
電
話
を
除
く
）
か
ら
日

本
語
で
回
答
で
き
る
人
。

熊
本
地
震
被
災
者
の
受
入
総
合

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た

　
定
住
企
画
課
℡
23-

３
０
６
０

　
市
で
は
平
成
28
年
熊
本
地
震

で
被
災
さ
れ
、
本
市
に
避
難
・

転
居
を
お
考
え
の
皆
さ
ん
へ
の

各
種
支
援
な
ど
相
談
窓
口
を
、

定
住
企
画
課
内
に
設
け
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

し
ま
ね
ｗ
ｅ
ｂ
モ
ニ
タ
ー
募
集

（
随
時
受
付
中
）

　
島
根
県
広
聴
広
報
課

  

℡
０
８
５
２-

22-

６
５
０
１

　
島
根
県
で
は
、
県
政
に
対
す

応
募
方
法　

島
根
県
広
聴
広
報

課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
し
ま
ね
ｗ

ｅ
ｂ
モ
ニ
タ
ー
」
か
ら
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

▽
随
時
募
集
し
て
い

ま
す　
▽
年
間
の
回
答
回
数
に

応
じ
て
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.

s
h
i
m
a
n
e
.
l
g
.
j
p
/
a
d
m
i
n
/

s
e
i
s
a
k
u
/
k
o
h
o
/
w
e
b
m
o
n
i
/

）

女
子
生
徒
の
下
宿
先
を
募
集
し

て
い
ま
す

　
安
来
高
校
℡
22-

２
８
４
０

　
安
来
高
校
に
通
う
女
子
生
徒

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境

を
整
え
る
た
め
、
下
宿
先
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
伝
統
あ
る
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
員
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ

る
人
を
探
し
て
い
ま
す
。

募
集
内
容　

・
施
設
…
個
室
が
望
ま
し
い

（
ト
イ
レ
・
浴
室
・
洗
濯
機
は

家
族
と
共
用
）

・
食
事
…
平
日
の
朝
食
と
夕
食

（
昼
の
弁
当
と
土
日
に
つ
い
て

は
要
相
談
）

・
家
賃
…
電
気
水
道
代
等
込
み

で
月
５
万
円
（
弁
当
付
き
は
６

万
円
）
程
度

※
詳
細
は
安
来
高
校
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

　
　
島
根
県
危
険
物
保
安
協
会

連
合
会

　
℡
０
８
５
２-

22-

７
２
０
２

受
講
対
象
者
・
時
期　

▽
危
険

物
の
取
扱
作
業
に
新
た
に
従
事

す
る
こ
と
と
な
っ
た
人
は
、
そ

の
日
か
ら
１
年
以
内
。（
た
だ

し
、
過
去
２
年
以
内
に
免
状
の

交
付
ま
た
は
講
習
を
受
け
て
い

る
場
合
は
、
交
付
日
ま
た
は
受

講
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
４

月
１
日
か
ら
３
年
以
内
）

▽
前
回
の
講
習
を
受
講
後
、
引

き
続
き
危
険
物
の
取
扱
作
業
に

従
事
し
て
い
る
人
は
、
前
回
講

習
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
４

月
１
日
か
ら
３
年
以
内
。

期
日
・
場
所　

８
月
25
日
㈭
、

学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

申
請
先　

島
根
県
危
険
物
保
安

協
会
連
合
会（
松
江
市
北
堀
町
）

申
請
期
限　

８
月
15
日
㈪

そ
の
他　

申
請
書
類
は
、
消
防

本
部
、
広
瀬
伯
太
各

分
署
、
比
田
分
駐
所

に
設
置
。

　平日にマイナンバー（個人番号）カードの受
取りに来られない人のために休日交付を実施し
ます。
　マイナンバーカードの受取りは、本人確認や
暗証番号設定があり、原則、本人に来庁してい
ただく必要があります。

対　象　者
カードの申請を行った人のうち、市民課から

　「交付通知書」（はがき）が届いている人

開設日　7月31日㈰、8月28日㈰、9月25日㈰
時　間　９時～12時
場　所　市民課（安来　）
持ち物　・市民課から届いた交付通知書（はがき）
・マイナンバー通知カード
・住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）
・本人確認書類
　1 点で確認 ･･･ 免許証、パスポートなど顔写
　　　　　　　　真つき書類
　2 点で確認 ･･･ 保険証・介護保険証、預金通帳
　　　　　　　　など
来庁前にご確認を
・15歳未満は法定代理人が同行してください。
　代理人は本人確認書類が必要です。
・病気や身体に障がいがある人に限り代理人の
　受取りができます。詳しくは市民課までお問
　い合わせください。

　　市民課　℡２３-３０８０

マイナンバーカードの
休日交付窓口を
開設します

申
問

問問

問

問

庁

庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター
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　　　　安来起業塾

　起業・創業に興味のある人
を対象に、創業セミナーを開
催します。多くの方に参加し
ていただけるよう、同内容の
セミナーを３回開催します。

日時　第１回　７月27日㈬19時～21時
　　　第２回　７月31日㈰10時～12時
　　　第３回　７月31日㈰14時～16時
場所　安来市学習訓練センター
内容　創業の心構え、創業準備など
講師　島根県信用保証協会
申込締切　７月25日㈪
その他　　定員20名（※１回につき）
　　　安来商工会議所　℡２２-２３８０

保　

健

県
立
盲
学
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
を
開
催
し
ま
す
（
要
申
込
）

　
　
島
根
県
立
盲
学
校

   
℡
０
８
５
２-

36-

８
２
２
１

　
視
覚
に
障
が
い
が
あ
り
、
盲

学
校
で
の
勉
強
に
関
心
が
あ
る

人
や
、
学
校
・
医
療
・
労
働
機

関
な
ど
の
関
係
者
を
対
象
に
開

催
し
ま
す
。

日
時　

８
月
31
日
㈬
（
締
切
８

月
19
日
㈮
）・
９
月
28
日
㈬
（
締

切
９
月
16
日
㈮
）
各
10
時
～
12

時
40
分

場
所　

島
根
県
立
盲
学
校
（
松

江
市
西
浜
佐
陀
町
）

内
容　

概
要
説
明
、
視
覚
障
が

い
者
へ
の
支
援
グ
ッ
ズ
紹
介
、

加
・
変
更
の
場
合
あ
り
。

●
防
衛
大
学
校
学
生

応
募
資
格　

高
卒（
見
込
含
む
）

で
21
歳
未
満
の
人
。

説
明
会　

▽
期
日
…
８
月
上
旬

▽
場
所
…
松
江
地
方
合
同　

《
総
合
選
抜
》

応
募
期
間　

９
月
５
日
㈪
～
８

日
㈭　

試
験　

▽
期
日
…
９
月
24
日
㈯

▽
場
所
…
防
衛
大
学
校
（
神
奈

川
県
横
須
賀
市
）

《
一
般
（
前
期
）》

応
募
期
間　

９
月
５
日
㈪
～
30

日
㈮　

試
験　

▽
期
日
…
11
月
５
日

㈯
・
６
日
㈰　
▽
場
所
…
松
江

地
方
合
同　
ほ
か

●
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

応
募
資
格　

高
卒（
見
込
含
む
）

で
21
歳
未
満
の
人
。

応
募
期
間　

９
月
５
日
㈪
～
30

日
㈮

試
験　

▽
期
日
…
10
月
29
日
㈯

～
30
日
㈰　
▽
場
所
…
松
江
地

方
合
同　

乳
幼
児
健
診

　
子
ど
も
未
来
課
℡
23-

３
２
２
２

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

応
募
締
切　

９
月
８
日
㈭

試
験　

▽
期
日
…
９
月
16
日

㈮
・
17
日
㈯
の
内
一
日　
▽
場

所
…
松
江
地
方
合
同　
ほ
か

●
航
空
学
生
（
海
上
・
航
空
）

応
募
資
格　

高
卒（
見
込
含
む
）

で
21
歳
未
満
の
人
。

応
募
締
切　

９
月
８
日
㈭

試
験　

▽
期
日
…
９
月
22
日
㈭

㈷　
▽
場
所
…
出
雲
合
同

説
明
会　

▽
期
日
…
８
月
上
旬

▽
場
所
…
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地

●
自
衛
官
候
補
生
（
陸
上
・
海

上
・
航
空
）

応
募
資
格　

採
用
予
定
月
の
１

日
現
在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
人
。

《
男
性
の
場
合
》

応
募
期
限　

▽
一
般（
９
月
９
日

㈮
）　
▽
高
校
生（
９
月
14
日
㈬
）

試
験　
▽
期
日
…
一
般
（
９
月

11
日
㈰
ま
た
は
12
日
㈪
）、
高

校
生
（
９
月
16
日
㈮
ま
た
は
17

日
㈯
）　

▽
場
所
…
松
江
地
方

合
同　
ほ
か

※
高
校
生
は
身
体
検
査
・
口
述

試
験
が
別
日
に
あ
り
ま
す
。

《
女
性
の
場
合
》

応
募
締
切　

９
月
８
日
㈭

試
験　

▽
期
日
…
９
月
27
日
㈫

▽
場
所
…
出
雲
駐
屯
地

※
試
験
期
日
・
場
所
な
ど
は
追

学
校
・
寄
宿
舎
見
学
な
ど
。

そ
の
他　

▽
希
望
者
は
午
後
か

ら
個
人
面
談
、
理
療
科
授
業
体

験
を
行
い
ま
す　
▽
高
等
部
へ

入
学
を
希
望
す
る
人
は
、
高
等

部
説
明
会
を
兼
ね
て
行
う
就
学

相
談
会
の
参
加
が
必
要
で
す
。

自
衛
官
の
募
集

　
　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

　
℡
０
８
５
２-

21-

０
０
１
５

※
年
齢
は
平
成
28
年
４
月
１
日

現
在
（
自
衛
官
候
補
生
は
除
く
）

●
一
般
曹
候
補
生
（
陸
上
・
海

上
・
航
空
）

応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
人
。

●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
８
月

４
日
㈭
13
時
～
13
時

45
分
、

申

申

問

問

問

伯 伯

庁

庁

庁
庁

庁

庁

健

健

対
象　

平
成
28
年
３
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
８
月
２
日
㈫
13

時
～
13
時
45
分
、　

対
象　

平
成
27
年
10
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
。

※
対
象
人
数
に
よ
り
、
４
か
月

児
健
診
の
日
程
で
案
内
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　

８
月
25
日
㈭
９

時
～
９
時
45
分
、

対
象　

平
成
27
年
１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所　

８
月
25
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象 

平
成
25
年
５
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
仕
上
げ
用
・
子
ど

も
用
歯
ブ
ラ
シ
、当
日
朝
の
尿
。

申問
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の
基
礎
資
格
で
あ
る
介
護
職
員

初
任
者
研
修
を
修
了
で
き
ま
す
。

内
容　

▽
介
護
の
基
礎
資
格
の

取
得　
▽
介
護
職
場
へ
の
就
職

を
支
援
（
求
人
紹
介
や
個
別
就

職
相
談
等
）

対
象　

原
則
、
島
根
県
内
に
お

住
ま
い
で
県
内
の
福
祉
・
介
護

の
職
場
に
就
職
を
希
望
し
、
介

護
分
野
の
資
格
が
な
い
人

期
間　

９
月
２
日
㈮
～
10
月
18

日
㈫
の
平
日

場
所　

松
江
市
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
松
江
市
千
鳥
町
）

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

は
自
己
負
担
※
一
万
円
程
度
）

申
込
締
切　

８
月
18
日
㈭

そ
の
他　

▽
定
員
30
人　

※
乳
が
ん
検
診
は
電
話
予
約
可
。

予
約
期
間･･･

８
月
23
日
㈫
～

８
月
26
日
㈮

●
予
約
日
・
場
所　

８
月
26
日

㈮
、
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
実
施
）
９
月
８
日
㈭・
９
月
13

日
㈫
・
９
月
25
日
㈰
、
学
習
訓

練
セ
ン
タ
ー

※
乳
が
ん
検
診
は
電
話
予
約
可
。

予
約
期
間･･･

８
月
29
日
㈪
～

９
月
2
日
㈮

介
護
職
員
初
任
者
研
修

　
　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
℡
０
８
５
２-

32-

５
９
５
７

　
約
１
カ
月
半
の
研
修
で
介
護

内
容　

助
産
師
の
お
話
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
情
報
提
供

な
ど
。

申
込
期
限　

８
月
５
日
㈮

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
タ

オ
ル

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事

　
　
子
ど
も
未
来
課

　
　
℡
23-

３
２
２
２

●
よ
し
と
の
わ
く
わ
く
読
み
聞

か
せ
ラ
イ
ブ
（
要
申
込
）

　
よ
し
と
と
ひ
う
た
で
お
な
じ

み
の
絵
本
作
家
よ
し
と
さ
ん
に

よ
る
読
み
聞
か
せ
ラ
イ
ブ
。
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
わ
く
わ
く
ラ

イ
ブ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所　

８
月
８
日
㈪
10

時
30
分
～
11
時
30
分
、

栄
養
相
談
（
無
料
・
要
予
約
）

　
　
い
き
い
き
健
康
課

　
　
℡
23-

３
２
２
０　

　
食
生
活
や
健
診
結
果
な
ど
に

つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
が
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
。

日
時
・
場
所　

▽
８
月
９
日
㈫

９
時
30
分
～
16
時
、 

安
来
中
央

　
　
▽
８
月
23
日
㈫
９
時
～
12

時
、

が
ん
検
診
予
約

　
　
い
き
い
き
健
康
課

　
　
℡
23-

３
２
２
０

●
予
約
日
・
場
所　

８
月
22
日

㈪
９
時
～
16
時
、

（
実
施
）９
月
６
日
㈫・７
日
㈬
、

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　
子
ど
も
未
来
課

　
℡
23-

３
２
２
２

日
時　
８
月
17
日
㈬
13
時
15
分

～
13
時
45
分
（
受
付
時
間
）

場
所　

対
象　

平
成
28
年
２
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

　
　
子
ど
も
未
来
課

　
　
℡
23-

３
２
２
２

日
時　
８
月
23
日
㈫　
▽
５
～

６
カ
月
児
…
９
時
45
分
～
10
時

▽
９
～
11
カ
月
児
…
13
時
30
分

～
13
時
45
分
（
受
付
時
間
）

場
所　

申
込
期
限　

８
月
19
日
㈮

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」（
４

か
月
児
健
診
時
に
配
布
）、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
（
要
申
込
）

　
　
子
ど
も
未
来
課

　
　
℡
23-

３
２
２
２

日
時
・
場
所　

８
月
7
日
㈰
９

時
30
分
～
11
時
30
分
、

対
象　

妊
娠
６
カ
月
以
降
の
妊

婦
と
そ
の
夫
。

企業等人権・同和問題研修会

　

　男女が仕事・家庭生活・地域での活動
などで等しく責任を分かち合いながら、
調和のとれた、充実した生活を送ること
ができるよう、これまでの働き方を見直
し、改善していくための研修会です。
　　　　　　　　　　
日時　８月30日㈫14時10分～15時40分
場所　安来市学習訓練センター
講師　福井正樹氏（ファザーリング・ジャ
　　　パン中国、NPO 法人 KiRALi 代表
　　　理事）
演題　｢ ワーク・ライフバランス…より豊
　　　かな生き方を求めて ｣
その他　▽市内企業向けに開催しますが、
　　　　　どなたでも参加できます　
　　　　▽申し込みは不要です

  　人権施策推進課　℡ 23-３０９５

教
室
・
講
座

仕事と生活の調和

●
親
子
触
れ
合
い
リ
ズ
ム
遊
び

（
要
申
込
）

　
親
子
で
手
遊
び
、
リ
ズ
ム
遊

び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所　

８
月
30
日
㈫
10

時
30
分
～
11
時
30
分
、

申

申

申申

申

申
問

問

問問

問

問
問

交

健

健

健

健

健

健

健

健

問

よしとさん

庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

広報やすぎ　2016年８月 23



そ
の
他　

▽
定
員
15
人　
▽
要

申
込　
▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不

要
。

②
エ
ク
セ
ル
初
級
夜
間
コ
ー
ス

日
時　

８
月
23
日
㈫
～
９
月
９

日
㈮
の
間
の
毎
週
火
曜
日
・
金

曜
日
17
時
30
分
～
19
時
30
分

受
講
料　

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）

そ
の
他　

▽
一
人
で
入
力
で
き

る
人
が
対
象　
▽
定
員
15
人　

▽
要
申
込　
▽
パ
ソ
コ
ン
の
持

込
不
要
。

③
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ
講
習

　
職
場
や
趣
味
の
仲
間
等
と
楽

し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

内
容　

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な

ど
の
12
時
間
コ
ー
ス
。

受
講
料　

一
人
５
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

そ
の
他　

日
時
、
人
数
、
講
習

内
容
は
要
相
談

　
求
職
者
を
対
象
と
し
た
職
業
訓

練
「
10
月
期
受
講
生
」
の
募
集

　
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根

℡
０
８
５
２-

31-

２
３
０
９

　
求
職
者
（
主
に
雇
用
保
険
を

受
給
さ
れ
て
い
る
人
）
を
対
象

に
、
地
域
企
業
の
人
材
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
専
門
的
技
能
・
知
識

を
習
得
す
る
た
め
の
職
業
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

就
職
に
必
要
な
実
践
的
技

能
・
知
識
な
ど
基
礎
か
ら
応
用

ま
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

募
集　

Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
科
、
金
属
加
工
科
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
技
術
科
、
ビ
ジ
ネ
ス

ワ
ー
ク
科

訓
練
期
間　

10
月
４
日
㈫
～
平

成
29
年
３
月
28
日
㈫

場
所　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島

根
（
松
江
市
東
朝
日
町
）

募
集
期
間　

８
月
１
日
㈪
～
９

月
６
日
㈫

●
説
明
会
・
見
学
会

日
時　

８
月
４
日
㈭
・
22
日
㈪
・

９
月
５
日
㈪

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

　
　
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
　
℡
23-

１
７
５
０

　
い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

　
ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
を
教
え
ま

す
。
操
作
全
般
の
質
問
も
対
応

可
。

日
時　

８
月
１
日
㈪
・
8
日
㈪
・

22
日
㈪
10
時
～
12
時

受
講
料　

５
０
０
円
。

そ
の
他　

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料　

３
０
０
０
円
。

そ
の
他　

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い　
▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●
パ
ソ
コ
ン
教
室

①
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
午
前
コ
ー
ス

日
時　

８
月
23
日
㈫
～
26
日
㈮

の
４
日
間
、
９
時
30
分
～
12
時

30
分

受
講
料　

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）。

島
根
県
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
研
修
説
明
会

　
　
島
根
大
学
医
学
部
附
属
病

院
が
ん
患
者
・
家
族
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

　
℡
０
８
５
３-

20-

２
５
４
５

　

が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、

が
ん
治
療
者
が
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
自
分
の
体
験
を
生
か

し
、
同
じ
立
場
で
患
者
・
家
族

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
で
す
。
島

根
県
で
は
、
県
内
各
病
院
に
て

「
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
相
談

会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
が
ん
患
者
・
家
族
が
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
に
話
し
を
す
る
こ
と

で
不
安
や
気
が
か
り
が
少
し
で

も
軽
減
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
募
集
す
る
に
あ

た
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
人
は
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
６
日
㈯
13
時
～
16
時

場
所　

島
根
大
学
医
学
部
附
属

病
院
み
ら
い
棟
４
階
ギ
ャ
ラ
ク

シ
ー
ほ
か

対
象
者　

が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ

ー
活
動
に
興
味
の
あ
る
人

そ
の
他　

▽
入
場
無
料　
▽
事

前
申
込
み
不
要

消費生活相談員資格取得に
挑戦しませんか
　

　消費生活相談員資格
は、消費生活相談員のた
めの国家資格として、平
成28年度に創設されま
した。今年度の第１次試
験は松江会場で受験でき
ることになりました。
　安来市消費生活センターでは、相談員が地
域の消費生活のさまざまな相談を受けています。

一次試験　期日 ･･･10月15日㈯
　　　　　場所 ･･･ 松江市ほか全国19箇所
受付締切日　７月29日㈮※消印有効　
受験要項等の取得　返信用封筒（Ａ４サイズ
を折らずに入れられる封筒に140円切手貼付、宛
先明記）を同封のうえ、郵便にて請求ください
※国民生活センターのホームページからもダ
ウンロードできます。
資料請求先　〒106-8602 東京都港区高輪3ｰ
13ｰ22　独立行政法人国民生活センター教育
研修部資格制度室　
　　・独立行政法人国民生活センター
　　　℡０３-３４４３-７８５５
　　・安来市消費生活センター
　　　℡23-３０６８

申

申

申

問

申
問

問

申問

問
問
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お
金
の
貸
し
借
り
、
借
金
、

悪
質
商
法
、
会
社
登
記
、
裁

判
、
調
停
、
成
年
後
見
等
高

齢
者
の
財
産
管
理
な
ど
。

そ
の
他　

予
約
優
先（
予
約
は

平
日
12
時
30
分
～
15
時
30
分
）

■
司
法
書
士
の
日 

記
念
相
談
会

　
　

島
根
県
司
法
書
士
会

事
務
局

　
℡
０
８
５
２-

24-

１
４
０
２

　
悩
み
や
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え

て
い
る
人
の
相
談
を
受
け
て

法
的
に
解
決
に
導
き
ま
す
。

期
日　

８
月
３
日
㈬

場
所　

県
内
の
各
司
法
書
士

事
務
所

内
容　

不
動
産
の
相
続
や
売

買
・
登
記
に
関
す
る
相
談
な

ど

相　

談

イ
ベ
ン
ト

Ｙ
Ｓ-

11
型
輸
送
機（
２
０
０
人
）

対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）

応
募
方
法　

官
製
ハ
ガ
キ
に
搭

乗
希
望
機
種
、
搭
乗
希
望
者
全

員
の
郵
便
番
号
、
住
所
・
氏
名

・
年
齢
（
学
生
は
学
年
も
記
入
）

・
電
話
番
号
（
携
帯
電
話
な
ど

確
実
に
連
絡
が
と
れ
る
も
の
）

を
明
記
し
、
応
募
く
だ
さ
い
。

（
ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
２
人
ま
で
）

応
募
期
限　

７
月
29
日
㈮
必
着

※
抽
選
の
上
、
当
選
者
に
は
８

月
12
日
以
降
に
搭
乗
券
の
発
送

を
も
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

時
30
分
）　

▽
演
芸
、
唄
、
踊

り
、
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
（
20
時

～
）
▽
万
灯
籠
（
20
時
30
分
～

23
時
）
▽
花
火
（
21
時
15
分
～

30
分
）
※
予
定

美
保
基
地
体
験
搭
乗

　
　
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
渉

外
室
℡
０
８
５
９-

45-

０
２
１
１

〒
６
８
４-

０
０
５
３
境
港
市
小

篠
津
町
２
２
５
８

期
日　

９
月
17
日
㈯

場
所　

航
空
自
衛
隊
美
保
基
地

機
種
・
募
集
人
員　

▽
Ｃ-

１

型
輸
送
機
（
３
６
０
人
）　

▽

行
政
相
談
所　
▽
安
来
・
広
瀬

会
場
…
９
時
～
12
時
、
伯
太
会

場
…
10
時
～
15
時　
▽
市
民
相

談
室
℡
23-

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所　
▽
９
時
30

分
～
12
時　
▽
人
権
施
策
推
進

課
℡
23-

３
０
９
５

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会

（
要
予
約
）

　
仕
事
に
悩
み
を
抱
え
る
若
者

の
総
合
相
談
窓
口
。

▽
13
時
～
16
時
、
サ
ポ
ス
テ
松

江
℡
０
８
５
２-

33-

７
７
１
０

縁
結
び
相
談｢

は
ぴ
こ
交
流
サ

ロ
ン｣ 

▽
10
時
～
12
時　
▽
定

住
企
画
課
℡
23-

３
０
５
９

井
尻
八
朔
祭

　
井
尻
八
朔
祭
協
賛
会
・
白
根

℡
０
９
０-
５
６
９
５-

０
４
１
８

　
安
来
の
夏
を
締
め
く
く
る
お

祭
り
。
山
肌
に
ゆ
ら
め
く
千
本

余
り
の
万
灯
籠
を
背
景
に
、
打

ち
上
が
る
花
火
は
迫
力
満
点
で

す
。

日
時
・
場
所　

８
月
29
日
㈪
19

時
30
分
～
23
時
、
井
尻
町
内

内
容　

▽
子
ど
も
み
こ
し
（
19

心
の
健
康
相
談（
無
料・要
申
込
）

　
　
松
江
保
健
所

　
℡
０
８
５
２-

23-

１
３
１
６

　
福
祉
課
℡
23-

３
２
１
６

日
時
・
場
所　

８
月
４
日
㈭
・

８
日
㈪
・
25
日
㈭
13
時
30
分
～

15
時
30
分
、
松
江
保
健
所

内
容　

心
の
病
気
や
悩
み
、
飲

酒
問
題
、
も
の
忘
れ
な
ど
。

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で

す
。

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ

ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
相
談
時
間
・
お
問
い
合
わ
せ

先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談　
▽
９
時
～
16
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡
23-

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
～
12
時
、
市
民
相
談
室

℡
23-

３
０
６
８

 　「平成の名水百選」に
選ばれている鷹入の滝
周辺で行われる、「涼」を
感じるお祭りです。

日時　８月13日（土）
　　　10時～15時
場所　鷹入の滝周辺
内容
　・そうめん流し
　・ニジマスのつかみ取り
　・金魚すくい
　・スタンプラリー

　　　　赤屋　　℡３８-０１４５

鷹
入
の
滝
ま
つ
り

鷹
入
の
滝
ま
つ
り

■
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

　
　
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー

℡
０
１
２
０-

１
１
４-

２
３
４

日
時　

８
月
20
日
㈯
13
時
～

17
時

場
所　

島
根
県
司
法
書
士
会

館
（
松
江
市
南
田
町
）

内
容　

相
続
、
遺
言
、
不
動

産
売
買
、
名
義
変
更
、
登
記
、

８
月
３
日
は
司
法
書
士
の
日

申
問

申
問

申
問

申
問

問

問 交

「涼」を体感しよう！

庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター
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ラ
ム
サ
ー
ル
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
中
海
・
宍
道
湖
セ
ッ
シ
ョ
ン
」

　
　
島
根
県
環
境
政
策
課

　
℡
０
８
５
２-

22-

６
４
４
５

　
fax
０
８
５
２-

25-

３
８
３
０

　
日
本
に
お
け
る
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
と
湿
地
に
関
す
る
取
り
組

み
、
現
状
、
課
題
に
つ
い
て
話

し
ま
す
。

日
時　

８
月
28
日
㈰
９
時
30
分

～
12
時
45
分

場
所　

米
子
全
日
空
ホ
テ
ル

（
米
子
市
久
米
町
）

内
容　

▽
開
会
式
（
９
時
30
分

～
）　

▽
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
（
10

時
～
10
時
45
分
）

テ
ー
マ
“
中
海
・
宍
道
湖
と

ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
し
よ
う
ぜ
”

　
ゲ
ス
ト･･･

ル
ー
大
柴
さ
ん

▽
事
例
発
表
（
10
時
55
分
～
）

申
込
方
法　

申
込
書
に
よ
る
申

込
み（
Ｆ
Ａ
Ｘ・郵
送・メ
ー
ル
）

※
申
込
書
は
島
根
県
環
境
政
策

課
、
ま
た
は
安
来
市
環
境
政
策

課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、

県
・
市
の
環
境
政
策
課
の
窓
口

で
も
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
期
限　

８
月
15
日
㈪
消
印

有
効

そ
の
他　

▽
参
加
費
無
料　

▽
定
員
１
５
０
人
（
先
着
順
）

婚
活
イ
ベ
ン
ト
「
Ｕう

んＮ
―
ＰぱＡ

ＫくＵ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
２
０
１
６
」

　
出
会
い
の
場
づ
く
り
事
業
実

行
委
員
会

　
℡
０
８
５
２-

55-

５
２
１
５

　
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域

で
出
会
い
の
場
づ
く
り
婚
活
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
米
子
会
場

日
時　

９
月
19
日
㈪
㈷

場
所　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｉ
Ｇ　

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ

（
米
子
市
末
広
町
）

●
松
江
会
場

日
時　

９
月
25
日
㈰

場
所　

松
江
テ
ル
サ
（
松
江
市

朝
日
町
）

対
象　

20
～
40
歳
代
の
独
身
で

安
来
市
な
ど
中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
圏
域
に
お
住
ま
い
の
人
、

通
勤
通
学
を
し
て
い
る
人
、
住

ん
で
み
た
い
人

内
容
・
申
込
み　

松
江
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
出
会
い
の
場
」
に

掲
載
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

申
問

問

　安来市総合文化ホール「アルテピア」開館プレイベント
　公共ホール音楽活性化事業

｢ ヴィタリ・ユシュマノフ コンサート
　　世界のうた　日本のうた ｣

宝くじ文化公演

『外山雄三指揮 　
　　　　大阪交響楽団コンサート』

　指揮者の外山氏が「誰もが知っているクラシッ
ク曲だが、演奏会ではなかなか聴くことのでき
ない曲を集めた」と言うとおり、名曲がいっぱ

　ロシア人バリトン歌手の
ヴィタリ・ユシュマノフ氏
と伴奏者の山田剛史氏によ
るコンサート。「分かりやす
いクラシックコンサート」
をテーマに、有名オペラ作
品アリアやなじみのある世
界 の う た や 日 本 の う た を
メーンに演奏します。

日時　10 月 8 日㈯ 14 時開演
　　　　　　　　　（13 時 30 分開場）
出演　ヴィタリ・ユシュマノフ（バリトン）
　　　山田剛史（ピアノ）
会場　広瀬中央
料金　前売400円／当日500円（全席自由）

い の コ ン サ ー ト で
す。また、自作の「管
弦楽のためのラプソ
ディー」も演奏。外
山氏指揮による大阪
交響楽団の生演奏を
お楽しみください。

日時　11月14日㈪ 18時30分開演（18時開場）
出演　外山雄三（指揮者・作曲家）、大阪交響楽団
会場　安来市民体育館
料金　一般 ･･･ 前売 3,000 円／当日 3,500 円
　高校生以下 ･･･ 前売 1,500 円／当日 2,000 円
　（全席自由） ※宝くじ助成による特別料金です

　文化ホール準備室　℡２３-３０３９

共通事項　※未就学児入場不可
　※前売り券は８月７日㈰より、安来市民体育館、安来観光交流プラザ、フォト文具いちかわ
　　などで販売します。　

2016 年４月24日「４大オーケストラの饗演」

ヴィタリ・ユシュマノフ氏

問

交
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　｢ ここから始めよう　未来を変える　
エコライフ ｣ をテーマに開催します。　

　市内外の住宅メーカー 12 社が集まり、
工夫を凝らした住宅の見学会や、工法な
どを紹介したパネル展示をします。
日時　９月３日㈯～11日㈰10時～17時
会場　汐手が丘「ハーモニータウン汐彩」
出展　12社12区画（予定）
　　ハーモニータウン汐彩住宅祭 2016
　実行委員会事務局（安来市土地開発公
　社）℡２２-６６６６

日　時　９月11日㈰10時～15時
場　所　和鋼博物館前広場

お
わ
び
と
訂
正

　
定
住
企
画
課
℡
23-

３
０
５
６

　
ど
げ
な
か
ね
７
月
号
（
６
月

20
日
発
行
）
に
掲
載
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
７
ペ
ー
ジ
“
平
成

ハーモニータウン汐彩
住宅祭 2016

やすぎ環境フェア 2016

ステージイベント
・小学生による環境学習発表
・環境イラストコンテスト表彰式
・イクメンパフォーマー「さと原
　人」のバルーンアートショー

・エッサくんに聞いてみよう！「環境
　○×クイズ」（小学生以下対象）など

●13時～　講　演

　テーマ　｢ たかが雨では済まされない ｣
　講　師　気象予報士　森朗氏    
                        ※ 要申込（先着100人）
　　

27
年
度
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
状
況
を
報
告
し
ま
す
”
の
表

中
、
寄
附
金
の
充
当
事
業
を
平

成
27
年
度
と
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
他

憧
れ
の
客
船
が
境
港
か
ら
出
航
！

セ
レ
ブ
リ
テ
ィ・ミ
レ
ニ
ア
ム
金

沢・舞
鶴・上
海
ク
ル
ー
ズ
６
日
間

　
境
港
管
理
組
合（
境
港
ク
ル

ー
ズ
客
船
環
境
づ
く
り
会
議
）

　
℡
０
８
５
９-

42-

３
７
０
５

　
一
畑
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス

　
℡
０
８
５
２-
26-
２
２
１
９

　
境
港
ク
ル
ー
ズ
客
船
環
境
づ

正
し
く
は
平
成
28
年

度
で
す
。
お
わ
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

く
り
会
議（
安
来
市
も
参
加
）で

は
、
大
型
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄

港
促
進
に
つ
い
て
取
り
組
み
、

地
元
住
民
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
人
に
ク
ル
ー
ズ
を
体
験
し
、

魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

境
港
か
ら
乗
船
で
き
る
ク
ル
ー

ズ
旅
行
を
企
画
し
ま
し
た
。

旅
行
期
間　

10
月
１
日
㈯
～
６

日
㈭

旅
行
代
金　

大
人
１
名
19
万
３

０
０
０
円
～
※
県
民
ク
ル
ー
ズ

特
別
優
待
価
格　

申
込
方
法　

８
月
５
日
㈮
（
必

着
）
ま
で
に
境
港
管
理
組
合
宛

に
往
復
は
が
き
で
応
募
。

※
一
組
に
つ
き
１
通
の
応
募

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
結

果
は
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

広
瀬
中
学
校
10
周
年
記
念
式
典

　
　
広
瀬
中
学
校

　
℡
32-

２
３
８
９

　
今
年
、
開
校
10
周
年
を
迎
え

る
広
瀬
中
学
校
で
は
、
地
域
の

人
・
卒
業
生
を
お
迎
え
し
て
記

念
式
典
を
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
５
日
㈯
10
時
～
15
時

場
所　

広
瀬
中
学
校
体
育
館

内
容　

記
念
式
典
（
10
時
～
11

時
）、
開
校
か
ら
の
歩
み
の
展
示

（
９
時
～
15
時
）、
記
念
音
楽
会

※
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
・
自
由
発

表
・
吹
奏
楽
部
発
表
（
13
時
～

15
時
40
分
）

申
込
締
切　
８
月
29
日
㈪

体験型企画
・自然エネルギー教室
　（小中学生対象、事前申込）

・木の実を使った工作
・しじみストラップ作り
・ふれあい動物園　など

その他
　お楽しみエコ抽選会、環境関連出展、フードコーナー、フリー
　マーケットなど　

　環境政策課　℡２３-３１０２

問

問

問

問

申

申
問

庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター
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あ

エッサくんと行く

広
報

や
す

ぎ
　

平
成

2
８

年
８

月
号

昔さ ぽん
むかし

古紙配合率70％再生紙を使用しています

鷹
た か

入
い り

の女
め

神
が み

　今
いま

から約
やく

四
よん

百
ひゃく

年
ねん

前
まえ

のことです。ある日
ひ

、坂
さか

根
ね

弥
や

藤
とう

次
じ

と

言
い

う鉄
てつ

山
ざん

師
し

が、赤
あか

屋
や

の鷹
たか

入
いり

山
やま

で狩
かり

をしていました。鷹
たか

入
いり

の滝
たき

の近
ちか

くまで来
く

ると、急
きゅう

に眠
ねむ

たくなり、滝
たき

のほとりで

腰
こし

を下
お

ろすと、ついうとうとと眠
ねむ

ってしまったのです。

すると夢
ゆめ

の中
なか

で、空
そら

から雲
くも

に乗
の

った美
うつく

しい女
め

神
がみ

が現
あらわ

れ、

弥
や

藤
とう

次
じ

にこう告
つ

げたのです。「私
わたし

は日
ひ

野
の

郡
ぐん

の黒
くろ

坂
さか

（鳥
とっ

取
とり

県
けん

日
ひ

野
の

町
ちょう

）の滝
たき

にいる神
かみ

です。近
ちか

頃
ごろ

、黒
くろ

坂
さか

の村
むら

の者
もの

が水
すい

源
げん

に田
た

をこしらえたため、流
なが

れがよどみ、居
い

心
ごこ

地
ち

が悪
わる

くな

りました。しかし、住
す

み慣
な

れたところなので、黒
くろ

坂
さか

から

は去
さ

りたくない。そこで朝
あさ

は黒
くろ

坂
さか

にいて、陽
ひ

が昇
のぼ

ってか

らはこの滝
たき

に移
うつ

りたいと思う。この話
はな

しを受
う

け入
い

れてく

れるのであれば、病
びょう

気
き

に悩
なや

む者
もの

たちを救
すく

いましょう」女
め

神
がみ

はそう言
い

い終
お

えるとパッと姿
すがた

を消
け

してしまいました。

　弥
や

藤
とう

次
じ

は眠
ねむ

りから覚
さ

めると、この不
ふ

思
し

議
ぎ

な夢
ゆめ

を村
むら

人
びと

に

話
はな

して回
まわ

りました。村
むら

では、すぐに滝
たき

のそばにほこらを

造
つく

り、みんなで女
め

神
がみ

をお迎
むか

えしました。

　それ以
い

来
らい

、鷹
たか

入
いり

の水
みず

は病
びょう

気
き

に効
き

くといわ

れ、多
おお

くの人
ひと

に信
しん

仰
こう

さ

れました。また、日
ひ

照
で

りでも水
みず

が枯
か

れること

なく、日
ひ

が昇
のぼ

ると水
みず

か

さが増
ま

すこともあり、

女
め

神
がみ

がいる証
あかし

だと伝
つた

え

られています。

鷹入の滝（伯太町赤屋）

　鳥取県との境にある標高 706 ㍍の鷹入山の
中腹にある三段の滝が鷹入の滝で、清らかな
水は平成の名水百選にも選ばれています。
　高さ 10 ㍍の岩壁を落ちる一の滝周辺には
女神をまつる神社があり、森厳な雰囲気に満ちています。
涼のスポットとしても有名で、暑くなると清水や緑陰、
涼風を求めて多くの人が訪れます。また、毎年 8月 13
日に地元の住民により鷹入の滝まつりが開催されていま
す。（25ページ参照）

やすぎ再発見

四コママンガ

▶
二
の
滝
か
ら
見
る
鷹
入
の
滝

◀
一
の
滝
周
辺
に
あ

る
滝
神
社
奥
宮
。


